
市制施行60周年

～宿毛市誕生のとき～
谷脇　俊之さん提供
写真上：鷺洲橋から市街地方面を撮影
写真左：鷺洲橋から北方面を撮影

人のうごき
（26．4．1 現在）

世帯数�10,217� －27
人　口�22,042�－126
 （男）� 10,344� －68
 （女）� 11,698� －58

3 月 中 の
異動状況

出生� 8
死亡�25
転入�110
転出�219

前月比今月の主な内容
●平成26年度
　　　当初予算報告
●市議会だより
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②

「性質別歳出　年度別比較表」
普通建設事業

平成26年度　　　
112億4,943万1千円

平成25年度　　　
101億498万3千円

人件費 扶助費 公債費 物件費 災害復旧事業維持補修費
その他の経費補助費等

16億3,261万3千円13億5,692万5千円 17億9,096万8千円

10億7,049万8千円

14億8,951万8千円

17億7,886万4千円 20億2,035万8千円

7,746万5千円3,222万2千円

13億9,064万8千円13億6,562万9千円 8億7,026万4千円

10億1,794万3千円

14億381万4千円

19億711万5千円 19億4,948万6千円

1億2,563万4千円7,445万円

歳　入

　　　　
　

　
　

　
　

　
　

　　　　依　存　
財

　
源

民生費
40.3%
45億2,888万9千円

教育費
7.7%
8億6,981万3千円

衛生費
7.6%
8億5,184万8千円

消防費
2.9%
3億2,977万3千円

商工費
1.3%
1億5,157万8千円

農林水産業費
3.2%
3億6,285万2千円

災害復旧費
0.7%
7,746万5千円

議会費ほか
5.0%
5億5,963万8千円

土木費
9.9%
11億1,155万4千円

総務費
9.3%
10億4,909万6千円

公債費
12.1%
13億5,692万5千円

市税
19.0%
21億3,621万5千円

地方交付税
36.9%
41億5,000万円

国庫支出金
12.5%
14億318万3千円

県支出金
9.6%
10億7,488万1千円

市債
11.2%
12億5,460万円

その他依存財源
3.4%
3億9,800万6千円

分担金・負担金
1.4%
1億5,444万円

使用料・手数料
1.3%
1億4,281万4千円

基金からの繰入金
3.8%
4億2,390万2千円

その他自主財源
0.9%
1億1,139万円

自　主　財
　

源

歳　出
（目的別）

〔
用
語
解
説
〕

市
　
債

道
路
の
改
良
や
建
設
事
業
な
ど
を
行

う
際
の
、
事
業
費
に
対
す
る
財
源
不

足
を
補
う
借
金
。

地
方
交
付
税

行
政
が
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
標

準
的
な
経
費
を
算
出
し
、
自
治
体
の

収
入
で
足
り
な
い
部
分
を
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
も
の
。

民
生
費

子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
の

福
祉
や
人
権
政
策
な
ど
の
た
め
の
費

用
。

衛
生
費

ご
み
処
理
な
ど
の
環
境
整
備
や
検

診
、
予
防
接
種
な
ど
の
た
め
の
費
用
。

扶
助
費

身
体
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童
、
生

活
困
窮
者
な
ど
を
援
助
す
る
た
め

の
費
用
。

公
債
費

市
債
を
返
済
し
て
い
く
費
用
。

物
件
費

委
託
料
（
ご
み
の
収
集
業
務
、
工

事
の
設
計
業
務
な
ど
）、
光
熱
水
費
、

電
話
料
、
郵
便
料
、
事
務
用
品
や
旅

費
な
ど
の
費
用
。

補
助
費
等

各
種
団
体
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
金
、

一
部
事
務
組
合
（
消
防
、
ご
み
処
理

な
ど
）
へ
の
負
担
金
な
ど
の
費
用
。

普
通
建
設
事
業

道
路
、
公
園
、
住
宅
、
港
湾
な
ど
の

施
設
整
備
の
費
用
。

平成26年度 当初予算報告
一 般 会 計 総 額
112億4,943万1千円
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予　算　額

１１２億４，９４３万１千円

３０億５，３１０万円

７，２６７万６千円

１億２，２９６万１千円

４億７，８１０万１千円

１億９，９５８万１千円

４億７，３３５万８千円

９，８１９万６千円

３７０万３千円

２２億８，８０９万５千円

４，４２１万２千円

２億７，９０２万９千円

７１億１，３０１万２千円

８億２，８４２万３千円

前年度比

１１．３％

－３．５％

１９．０％

－３．０％

２．６％

７．３％

９．４％

２．１％

－２．１％

１．３％

－２．８％

２．９％

０．０％

８．０％

会 計

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業 �

へ き 地 診 療 事 業 �

定 期 船 事 業 �

特別養護老人ホーム�

学 校 給 食 事 業 �

下 水 道 事 業 �

国 民 宿 舎 運 営 事 業 �

介 護 認 定 審 査 会 �

介 護 保 険 事 業 �

土 地 区 画 整 理 事 業 �

後 期 高 齢 者 医 療 �

特 別 会 計 　 計

水 道 事 業 会 計

一
般
会
計

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
１
１
２
億
４
、９
４
３
万
１
千
円

で
、
小
筑
紫
保
育
園
建
設
工
事
な

ど
の
予
算
計
上
に
よ
り
、
前
年
度

よ
り

１１
億
４
、４
４
４
万
８
千
円
、

約
１１
・
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
福
祉
対
策
や
産
業

振
興
対
策
に
加
え
、
前
年
度
よ
り

２
・
３
倍
増
の
南
海
地
震
対
策
に
重

点
を
置
い
た
予
算
編
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
運
営

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
よ
り
効
率
的
、
効
果

的
な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計
の
主
な
事
業

小
筑
紫
保
育
園
建
設
工
事

３
９
０
、７
３
０
千
円

現
在
、
津
波
浸
水
区
域
内
に
あ

る
小
筑
紫
保
育
園
を
高
台
に
移

転
す
る
。

宿
毛
小
学
校
耐
震
補
強
等
工
事

１
２
５
、０
０
０
千
円

未
耐
震
施
設
で
あ
る
宿
毛
小
学

校
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
。

宿
毛
中
学
校
耐
震
補
強
等
工
事

７
０
、０
０
０
千
円

未
耐
震
施
設
で
あ
る
宿
毛
中
学

校
の
耐
震
補
強
工
事
お
よ
び
改

修
工
事
を
行
う
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
整
備
事
業

７
５
、０
０
０
千
円

災
害
発
生
時
、
電
力
供
給
が
遮

断
さ
れ
た
際
に
、
防
災
拠
点
施

設
や
避
難
所
な
ど
の
最
低
限
の

機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ら
び
に
蓄

電
池
設
備
を
導
入
す
る
。

南
海
地
震
対
策
整
備
事
業

３
３
、０
０
０
千
円

津
波
浸
水
被
害
が
想
定
さ
れ
る

地
区
の
避
難
道
な
ど
を
整
備
す

る
。

備
蓄
用
食
糧
等
購
入
費

３
、０
０
０
千
円

災
害
時
に
必
要
と
な
る
食
糧
な

ど
の
備
蓄
品
を
整
備
す
る
。

森
林
資
源
再
生
支
援
事
業
費
補
助
金

２
、４
３
３
千
円

木
材
需
要
の
高
ま
り
と
と
も
に
、

今
後
人
工
林
の
伐
採
が
進
む
と

考
え
ら
れ
る
が
、
森
林
の
公
益

的
機
能
の
速
や
か
な
回
復
や
森

林
資
源
の
循
環
利
用
を
促
す
た
め
、

伐
採
跡
地
の
再
造
林
や
幼
齢
期

に
必
要
な
下
刈
り
を
行
う
。

木
材
加
工
流
通
施
設
整
備
事
業
費
補

助
金

９
、９
６
５
千
円

間
伐
材
な
ど
の
森
林
資
源
を
利

用
し
た
林
業
・
木
材
産
業
の
再

生
を
図
る
た
め
、
高
性
能
林
業

機
械
を
導
入
し
生
産
性
の
向
上

を
目
指
す
。

水
産
業
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金

（
赤
潮
対
策
事
業
分
）

３
、７
２
３
千
円

宿
毛
市
地
先
の
養
殖
魚
の
赤
潮

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
赤
潮

発
生
時
の
緊
急
避
難
用
の
漁
場

を
竜
ヶ
迫
沖
に
整
備
す
る
。

水
産
業
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金

（
養
殖
等
外
商
推
進
事
業
分
）

１
、７
８
０
千
円

宿
毛
湾
産
の
養
殖
魚
の
魚
価
向

上
や
輸
出
も
含
め
た
販
路
の
拡

大
に
取
り
組
む
た
め
、
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
現
地
調
査
や
分

析
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

認
定
こ
ど
も
園
事
業
費
補
助
金

２
９
、５
１
１
千
円

子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
整
備

を
目
的
と
し
、
入
所
児
童
の
福

祉
向
上
お
よ
び
年
度
途
中
の
受

入
れ
の
場
を
確
保
す
る
た
め
に
「
認

定
こ
ど
も
園
事
業
」
と
し
て
支

援
す
る
。

特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
に
そ
の
経
費
を
明
確
に

す
る
た
め
、
一
般
会
計
と
区
別
し

て
設
け
ら
れ
る
会
計
で
す
。

　
宿
毛
市
で
は
、
平
成

２６
年
度
は

左
表
の
と
お
り
、
国
民
健
康
保
険

事
業
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
ま
で

１１
の
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
特
別
会
計
予
算
総
額

は
、

７１
億
１
、３
０
１
万
２
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
全
体
で

６４
万
３
千

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計

　
企
業
会
計
は
、
地
方
公
共
団
体

の
経
営
す
る
会
社
の
よ
う
な
も
の
で
、

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け

る
も
の
を
い
い
、
宿
毛
市
で
は
水

道
事
業
会
計
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
水
道
事
業
会
計
予
算

は
８
億
２
、８
４
２
万
３
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
８
・
０
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。



④

１．平成25年度における行政情報の公開状況

２．平成25年度における個人情報の開示状況

件　数 全部公開決定 部分公開決定 不受理決定

１０ ９ ０ １

件　数 全部公開決定 部分公開決定 不受理決定

９ ５ ４ ０

宿
毛
市
名
誉
市
民
に

萩
原
敏
孝
氏

　
平
成

２６
年
第
１
回
宿
毛
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
萩
原
敏
孝
氏

に
宿
毛
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
萩
原
氏
は
、
昭
和

１５
年
生
ま
れ

東
京
都
出
身
。
早
稲
田
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
を
修
了
後
、
昭
和

４４
年
に

（株）
小
松
製
作
所
へ
入
社
。
平

成
１５
年
同
社
代
表
取
締
役
会
長
に

就
任
後
、
平
成

１９
年
か
ら
は
、
同
社

相
談
役
・
特
別
顧
問
に
就
任
。
日
本

経
済
界
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献

さ
れ
、
平
成

１６
年
に
は

（社）
日
本
経

済
団
体
連
合
会
の
経
済
法
規
員
会

協
同
委
員
長
を
は
じ
め
、
平
成

１８

年
に
は
日
比
経
済
委
員
会
代
表
世

話
人
、
平
成

１９
年
に
は
経
済
同
友

会
副
代
表
幹
事
な
ど
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
市
と
㈱
小
松
製
作
所

と
の
繋
が
り
を
深
め
て
い
く
取
り

組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
竹
内
明
太
郎
の

銅
像
の
建
立
や
コ
マ
ツ
大
阪
工
場

で
の
宿
毛
市
の
物
産
Ｐ
Ｒ
販
売
を

ご
配
慮
い
た
だ
く
な
ど
、
市
民
と

の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

今
月
の
行
政
相
談

日
　
時

　
５
月

２７
日

（火）
　

１３
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

　
宿
毛
市
役
所
東
部
支
所

宿
毛
市
行
政
相
談
委
員

　
松
岡
陽
一

　
蕁
６
６
―

０
１
１
０

　
福
田
延
治

　
蕁
６
７
―

１
７
７
８

　
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
や
電
話

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

行
政
情
報
等
の
運
用
お
よ
び

個
人
情
報
の
公
開
状
況
に
つ

い
て

 
平
成

２５
年
度
に
お
け
る
情
報
公
開

の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
全
部
公
開
決
定
・
・
・
請
求
の
あ

っ
た
行
政
情
報
ま
た
は
個
人
情
報

を
す
べ
て
公
開
す
る
場
合
の
決
定

※
部
分
公
開
決
定
・
・
・
請
求
の
あ

っ
た
行
政
情
報
ま
た
は
個
人
情
報

の
う
ち
、
個
人
に
関
す
る
情
報
な

ど
を
マ
ス
キ
ン
グ
（
黒
塗
り
）
し
て

公
開
す
る
場
合
の
決
定

※
不
受
理
決
定
・
・
・
請
求
の
あ
っ

た
行
政
情
報
ま
た
は
個
人
情
報
を
、

市
が
保
有
し
て
い
な
い
場
合
な
ど

の
決
定

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
総
務
課
総
務
係

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

無
料
人
権
相
談

日
　
時

 
６
月
２
日

（月）
 

１０
時
〜

１５
時

※
相
談
時
間
は
、
１
人

３０
分
で
す
。

場
　
所
　
　

 
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

内
　
容

人
権
問
題
・
婚
姻
・
扶
養
・
相
続
・

金
銭
貸
借
・
土
地
建
物
貸
借
・
登

記
・
戸
籍
・
交
通
事
故
な
ど

主
　
催

 
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

 
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
人
権
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
人
権
推
進
課

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

宿
毛
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
宿
毛
を
想
わ
れ
る
皆
さ
ん
の
お
気

持
ち
に
十
分
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

指
定
さ
れ
た
使
途
に
沿
っ
て
、
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
平

成
２５
年
度
に
寄
附
を
い
た
だ
い
た

方
々
（
公
開
を
ご
了
承
い
た
だ
い
た

方
の
み
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

蘆
大
阪
府
松
原
市

　
　
小
林
　
照
美
　
様

蘆
横
浜
市
瀬
谷
区

　
　
佐
原
　
正
夫
　
様

蘆
兵
庫
県
加
古
川
市

　
　
松
本
　
正
樹
　
様

蘆
兵
庫
県
宝
塚
市

　
　
下
村
　
隆
彦
　
様

蘆
須
崎
市

　
　
高
橋
　
秀
昭
　
様

蘆
東
京
都
新
宿
区

　
　
西
田
　
正
紀
　
様

蘆
川
崎
市
多
摩
区

　
　
松
沢
　
卓
治
　
様

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

情

報

コ

ー

ナ

ー

5月

皐  月
May
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有料広告

ス
ワ
ン
Ｔ
Ｖ
に

蕁
6
2
―

0
8
8
8

加
入
し
ま
し
ょ
う

㈱
宿
毛
フ
ェ
リ
ー
 
蕁
6
2
｜

1
1
0
0

四
国
と
九
州
を
結
ぶ

宿
毛
フ
ェ
リ
ー

やなせたかし／土佐くろしお鉄道

サニーくん サンコちゃん

乗
っ
て
残
そ
う

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
 

蕁
0
8
8
0
｜

3
5
｜

5
2
4
0

宿
毛
市
ク
リ
ー
ン
デ
ー

　
市
民
総
参
加
の
清
掃
活
動
「
宿

毛
市
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」
の
実
施
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
実
施
内
容
な
ど
は
各
地
区
で
異

な
り
ま
す
の
で
、
地
区
回
覧
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
日

　
６
月
１
日

（日）
（
小
雨
決
行
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課
　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地

　
二
ノ
宮
団
地
（
二
ノ
宮
）

　
１
戸
　
２
Ｄ
Ｋ

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
期
間

　
５
月
７
日

（水）
〜
５
月

２１
日

（水）

　
（
土
・
日
を
除
く
）

申
込
書
配
布
場
所

都
市
建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・

東
部
支
所

申
込
書
受
付
期
間

　
５
月

１９
日

（月）
〜
５
月

２１
日

（水）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
都
市
建
設
課
建
築
住
宅
係
　

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

西
町
地
域
振
興
住
宅
入
居
者
募
集

所
在
地

　
宿
毛
市
西
町
４
丁
目
２
番

２０
号

間
取
り

　
３
Ｄ
Ｋ
（
６
帖
×
２
、
４
帖
半
）

構
　
造

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階
建
て

　（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
無
）

契
約
方
式

　
定
期
借
家
方
式

家
　
賃

　
３
０
、０
０
０
円

共
益
費

　
２
、０
０
０
円

駐
車
場

　
１
、０
０
０
円

　（
１
世
帯
に
１
台
の
み
）

敷
　
金

　
９
０
、０
０
０
円

　（
家
賃
×
３
カ
月
）

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
布
場
所

都
市
建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・

東
部
支
所

受
付
期
間

　
随
時
受
付

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
都
市
建
設
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
都
市
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６
月
２

日
（月）

で
す
。
納
付
は
必
ず
納
期
限

ま
で
に
銀
行
、
郵
便
局
、
農
協
な

ど
お
近
く
の
金
融
機
関
で
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
も
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
の
納
付
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
平
日
に
納
付
で

き
な
い
方
は
納
税
通
知
書
持
参
の

上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
、

納
税
通
知
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
）

　
な
お
、
納
税
通
知
書
が
届
い
て

い
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
身
体
障
害
者
の
方
の
減

免
の
手
続
期
限
も
６
月
２
日

（月）
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
幡
多
県
税
事
務
所

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

５
９
７
２

自
衛
官
・
予
備
自
衛
官
補
募
集

　
１８
歳
〜

５４
歳
ま
で
各
種
募
集
種

目
が
あ
り
ま
す
。
応
募
資
格
、
受

付
期
間
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

に
つ
き
ま
し
て
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
８
７
―

０
０
３
３

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
６
丁
目

３
番
７
号
　
と
ら
や
ビ
ル
３
階

防
衛
省
・
自
衛
隊
高
知
地
方
協

力
本
部
　
四
万
十
地
域
事
務
所

担
当
　
佐
藤

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

３
０
９
６

202302303304402403404

501

街区公園3号

肉処 和
宿毛店

なんかいリカー

済

済

 山
本

化
粧

品
店

桜町・藻津線

駅東１号線

高知新聞
宿毛支局

Tanimoto
Hair For Men
Tanimoto
Hair For Men

716
715

714

712

地 番

712

714

715

716

面積（坪）

５０

５０

８４

５０

地 番

501

404

403

402

面積（坪）

９９

９７

６０

５０

地 番

304

303

302

202

面積（坪）

７８

６０

６０

９９

用途地域：近隣商業

昭和39年・40年生まれの方へ！

生年月日：昭和３９年４月２日～昭和４０年４月１日
卒 業 年：宿毛小…昭和５２年、宿毛中…昭和５５年
開催日程：平成２６年８月１４日（木）　１８時～
場　　所：秋沢ホテル
連 絡 先：０７０－５３５５－５２５０　吉本　紫穂（旧姓：浦田）

宿毛小・中学校の同窓会を開催します。出身者の情報
収集のため、お心当たりのある方は、下記まで連絡を！

宿毛市駅東町分譲地のご案内
宿毛市駅東町４丁目の１２区画（平成２６年４月１日現在）
を分譲しています。

【問い合わせ先】都市建設課都市計画係　蕁６３－１１２０
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ご冥福をお祈りします

小筑紫町伊与野

平田町黒川

山奈町山田

中央6丁目

中央6丁目

鎌田イチエ

今城　清春

小島　　守

舛谷　　將

山口　節子

91

92

86

79

93

（平成26年3月受付分）
住　所 氏　名 享 年

お誕生おめでとう
（平成26年3月受付分）

宿毛

小筑紫町栄喜

自由ヶ丘

和田

北岡　咲華

神谷　碧海

山上　胡春

小栗　優美

伸朗

幸洋

剛史

瑞弥・美沙江

住　所 赤ちゃん 保護者

※
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
家
族

な
ど
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り
掲

載
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課
市
民
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

あおいかみたに

さくらきたおか

こはるやまうえ

ゆうみおぐり

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給

者
証
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
条

件
が
前
年
分
の
所
得
に
対
す
る
所

得
税
非
課
税
世
帯
に
限
ら
れ
て
お

り
、
税
の
確
定
す
る
６
月
に
審
査

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
給
対
象

者
は
交
付
申
請
書
を
忘
れ
ず
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
対
象
者

ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者
と
児

童
※
児
童
と
は
、

１８
歳
に
達
す
る
日

以
後
最
初
の
３
月

３１
日
ま
で
の

間
の
者

受
付
期
間

　
５
月
１
日

（木）
〜
５
月

３０
日

（金）

　（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※
所
得
証
明
書
な
ど
の
発
行
が
期

日
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
福

祉
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

持
参
す
る
も
の

蘆
対
象
者
全
員
の
保
険
証

蘆
印
鑑

蘆
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者

証
　
　
　
　
　
　

蘆
平
成

２６
年
１
月
１
日
現
在
宿
毛

市
以
外
に
住
所
を
お
い
て
い
た

方
は
、
そ
の
住
所
地
で
発
行
す

る
平
成

２６
年
度
所
得
証
明
書
、
ま

た
は
税
務
署
発
行
の
平
成

２５
年

分
申
告
所
得
税
納
税
証
明
書

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

神
戸
税
関
名
誉
署
長
に
竹
村
氏

　
神
戸
税
関
名
誉
署
長
に
宿
毛
商

工
会
議
所
顧
問
の
竹
村
健
司
さ
ん

が
再
委
嘱
（
４
期
目
）
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
３
月
５
日
、
委
嘱
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
名
誉
署
長
制
度
は
、
税
関
官
署

か
ら
比
較
的
遠
方
の
地
域
に
お
い
て
、

各
地
域
の
実
情
に
精
通
し
、
指
導

的
立
場
に
あ
る
方
に
税
関
と
地
域

社
会
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
拳
銃
・

麻
薬
な
ど
の
密
輸
取
締
り
に
関
す

る
情
報
提
供
、
税
関
行
政
へ
の
提

言
、
税
関
広
報
へ
の
協
力
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
神
戸
税
関
総
務
部
総
務
課

　
蕁
０
７
８
―

３
３
３
―

３
０
１
０

坂
本
ダ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
松
田
川
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
坂

本
ダ
ム
放
流
の
警
報
音
と
放
送
に
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
、
川
に
い
る
時
に
放
流
警

報
が
出
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
川
か

ら
上
が
っ
て
、
安
全
な
場
所
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。
坂
本
ダ
ム
の

警
報
音
は
、
普
通
の
サ
イ
レ
ン
の

音
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
警
報
音
を
認
識
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
次
の
予
定
で
、
坂
本
ダ
ム

か
ら
篠
川
合
流
点
ま
で
の
地
域
に

警
報
音
を
出
し
ま
す
の
で
、
聞
き

と
ど
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
雨
天
の
時
は
中
止
し
ま
す
。

日
　
時

　
５
月
８
日

（木）
　

１４
時

３０
分
〜

　
５
月

１５
日

（木）
　

１４
時

３０
分
〜

　
５
月

２２
日

（木）
　

１４
時

３０
分
〜

　
５
月

２９
日

（木）
　

１４
時

３０
分
〜

※
坂
本
ダ
ム
の
貯
水
量
ま
た
は
流

域
の
雨
量
等
の
坂
本
ダ
ム
に
関

す
る
情
報
は
蕁
６
２
―

６
５
２
１

で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

幡
多
土
木
事
務
所
宿
毛
事
務
所

施
設
管
理
課

　
蕁
６
３
―

２
１
４
１
（
宿
毛
事
務
所
）

　
蕁
６
２
―

６
５
１
０
（
坂
本
ダ
ム
）

河
戸
堰
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
松
田
川
の
、
河
戸
堰
周
辺
の
河

川
敷
は
川
の
水
位
が
上
が
る
と
浸

水
す
る
区
域
で
す
。
　

　
ま
た
、
大
雨
時
に
一
定
以
上
の

水
位
に
な
る
と
、
河
戸
堰
で
ゲ
ー

ト
操
作
を
行
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
操

作
を
行
う
と
、
河
川
敷
は
さ
ら
に

浸
水
し
ま
す
の
で
、
河
川
敷
か
ら

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

幡
多
土
木
事
務
所
宿
毛
事
務
所

施
設
管
理
課

　
蕁
６
３
―

２
１
４
１
（
宿
毛
事
務
所
）

　
蕁
６
２
―

０
５
３
４

　（
河
戸
堰
自
動
応
答
）
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宿
毛
市
教
育
委
員
会
委
員

　
名
倉
　
寛
文
　
氏

　
現
在
、
宿
毛
市
に
は
２
名
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

鵜
来
島
担
当

　
宮
本
　
　
五

橋
上
町
担
当

　
安
藤
　
正
隆

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

　
平
成

１８
年

　
　
小
筑
紫
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
平
成

２１
年

宿
毛
市
少
年
ス
ポ
ー
ツ
指
導

者
協
議
会
会
長

　
平
成

２６
年

　
　
宿
毛
商
銀
信
用
組
合
退
職

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

　
平
成

２６
年
４
月
２
日
付
で
、
教

育
委
員
会
委
員
に
名
倉
寛
文
氏
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴

　
愛
知
学
院
大
学
卒
業

　
昭
和

５６
年

　
　
宿
毛
商
銀
信
用
組
合
入
組

　
平
成

１０
年

小
筑
紫
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
代

表

　
平
成

１２
年

　
　
宿
毛
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

　
　
副
会
長

文
教
セ
ン
タ
ー
２０
周
年
記
念

　
映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
の
お
礼

　
３
月
２
日

（日）
に
上
映
し
た
映
画
「
じ

ん
じ
ん
」
に
、
４
６
６
名
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
の
作
品
は
、「
絵
本
の
力
」
と

「
親
子
の
絆
」
に
焦
点
を
当
て
て
描

い
た
作
品
で
、
鑑
賞
し
た
方
々
か

ら
「
よ
か
っ
た
」「
感
動
し
た
」
と

の
感
想
や
上
映
終
了
後
は
拍
手
が

起
こ
る
な
ど
盛
況
の
も
と
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
や
後
援
を
し
て

い
た
だ
い
た
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
き

て
き
て
き
い
て
」
、
宿
毛
朗
読
サ
ー

ク
ル
ほ
ほ
え
み
、
宿
毛
市
母
子
保

健
推
進
協
議
会
、
宿
毛
市
民
生
・

児
童
委
員
協
議
会
、
宿
毛
市
社
会

教
育
審
議
会
、
宿
毛
市
小
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
皆
さ
ん
に
も
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
な
お
、
チ
ケ
ッ
ト
の
売
上
金
の

５
％
（
３
３
，０
０
０
円
分
の
図
書

カ
ー
ド
）
は
坂
本
図
書
館
に
寄
付

を
し
、
図
書
購
入
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

　
宿
毛
市
連
合
婦
人
会

　
　
　
　
　
会
長
　
闍
倉
眞
弓

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
課

　
４
月
１
日
よ
り
宿
毛
市
職
員
と

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

平
賀
　
祥
祐

（
市
民
課
）

井
関
　
 

萌

（
都
市
建
設
課
）

山
本
　
裕
規

（
土
木
課
）

川
村
　
真
緒

（
咸
陽
保
育
園
）

津
野
　
　
祐

（
学
校
教
育
課
）

大
澤
由
起
子

（
中
央
保
育
園
）

竹
村
　
仁
志

（
幡
多
西
部
消
防

組
合
）

平
成
２６
年
度

新
規
採
用
職
員
氏
名
（
所
属
）

宿
毛
市

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

紹
介
し
ま
す

宿
毛
市
教
育
委
員
会

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

宿
毛
市
新
規
採
用
職
員

で
す



⑧

図
書
カ
ー
ド
の
寄
贈

宿
毛
市
連
合
婦
人
会

　
平
成

２６
年
３
月
２
日
に
宿
毛
文

教
セ
ン
タ
ー
で
上
映
さ
れ
た
映
画
「
じ

ん
じ
ん
」
の
チ
ケ
ッ
ト
売
上
げ
金

の
一
部
（
図
書
カ
ー
ド
３
３
、０
０

０
円
分
）
を
、
主
催
者
で
あ
っ
た
宿

毛
市
連
合
婦
人
会
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
絵
本
な
ど
の
購
入
に
充
て
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
後
援
団
体

蘆
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
き
て
き
て

き
い
て
」

蘆
宿
毛
朗
読
サ
ー
ク
ル
ほ
ほ
え
み

蘆
宿
毛
市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
蘆
宿
毛
市
母
子
保
健
推
進
協
議
会

蘆
宿
毛
市
社
会
教
育
審
議
会

蘆
宿
毛
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
幡
多

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
幡
多
よ

り
、
坂
本
図
書
館
へ
寄
贈
（
図
書
カ

ー
ド
３
０
、０
０
０
円
分
）
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
購
入
し
た
図
書
は
、
新
着
図
書

コ
ー
ナ
ー
に
展
示
の
後
、
２
階
の
「
国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
幡
多
文
庫
」
の

書
棚
に
配
架
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
坂
本
図
書
館

　
蕁
６
３
―

２
６
５
４

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

殺
虫
消
毒
日
の
お
知
ら
せ

　
５
月

２６
日

（月）
は
、
宿
毛
文
教
セ

ン
タ
ー
全
館
が
殺
虫
消
毒
を
行
う

た
め
、
入
館
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

■
発
達
障
が
い
の
幼
児
へ
の
か
か

わ
り

〜
概
要
・
取
り
組
み
・７７

の
Ｑ
＆
Ａ
〜

橋
場
隆
　
著

小
学
館

■
淡
水
魚
識
別
図
鑑

〜
日
本
で
見
ら
れ
る

淡
水
魚
の
見
分
け
方
〜

田
口
哲
／
細
谷
和
海
　
監
修

誠
文
堂
新
光
社

■
樹
木
の
葉

〜
実
物
ス
キ
ャ
ン
で
見
分
け
る

1
1
0
0
種
類
〜

林
将
之
　
解
説
・
写
真

山
と
渓
谷
社

■
人
体

坂
井
建
雄
　
監
修

ポ
プ
ラ
社

■
パ
ン
や
の
ろ
く
ち
ゃ
ん
　
げ
ん

き
だ
ね

長
谷
川
義
史
　
作

小
学
館

■
は
な
か
っ
ぱ
と
ひ
の
か
っ
ぱ

あ
き
や
ま
た
だ
し
　
さ
く
・
え

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

■
両
生
類
・
爬
虫
類

森
哲
／
西
川
完
途
　
監
修

ポ
プ
ラ
社

　
世
界
と
日
本
で
見
ら
れ
る
約
２

７
０
種
の
両
生
類
と
、
約
３
８
０

種
の
爬
虫
類
を
収
録
し
た
図
鑑
。

科
名
、
大
き
さ
、
分
布
、
す
ん
で

い
る
環
境
と
い
っ
た
基
本
デ
ー
タ
や
、

育
ち
方
・
く
ら
し
な
ど
を
生
態
写

真
と
と
も
に
紹
介
す
る
。
見
返
し

に
写
真
あ
り
。

■
多
文
化
絵
本
を
楽
し
む

福
岡
貞
子
／
伊
丹
弥
生
　
編
著

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

　
絵
本
の
世
界
を
通
し
て
多
文
化

を
楽
し
め
る
よ
う
、「
地
球
・
世
界

を
ひ
と
ま
わ
り
！
」
な
ど

２４
の
テ

ー
マ
別
に
各
６
冊
の
絵
本
を
紹
介
。

多
文
化
絵
本
と
子
ど
も
の
育
ち
、

保
育
所
・
幼
稚
園
に
お
け
る
「
多

文
化
絵
本
」
の
実
践
な
ど
に
つ
い

て
も
綴
る
。

■
青
い
舌
の
怪
獣
を
さ
が
せ
！

ド
リ
ー
・
ヒ
ル
ス
タ
ッ
ド
・
 
 

バ
ト
ラ
ー
　
作

も
り
う
ち
す
み
こ
　
訳

国
土
社

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

問い合わせ先

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654



広報すくも  2014.5⑨

　
平
成

２６
年
度
教
育
行
政
方
針
を

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
　
権
　
教
　
育

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ

い
て
正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め

る
た
め
、
学
校
教
育
や
各
職
域
、

生
涯
教
育
の
場
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
人
権
教
育
を
積
極

的
に
推
進
し
、
全
て
の
人
が
人
と

し
て
尊
重
し
合
え
る
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
と
人
権
意
識
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

学
　
校
　
教
　
育

　
「

２１
世
紀
を
心
豊
か
に
生
き
抜
く

こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
」

を
基
本
と
し
て
、
幅
広
い
知
識
と

教
養
を
身
に
付
け
、
豊
か
な
情
操

と
道
徳
心
を
培
う
と
と
も
に
、
健

や
か
な
身
体
を
養
う
こ
と
を
目
指

し
て
学
校
教
育
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
教

育
課
程
の
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
特
に
知
・
徳
・
体
・

命
の
調
和
の
と
れ
た
「
生
き
る
力
」

の
基
本
と
な
る
確
か
な
学
力
の
保

障
と
豊
か
な
人
間
性
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
の
「
夢
」

や
「
志
」
を
育
み
、
か
な
え
る
力

を
育
成
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推

進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
を
行

う
た
め
の
支
援
員
の
配
置
や
教
職

員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
の

充
実
、
保
護
者
や
地
域
の
理
解
と

協
力
を
い
た
だ
く
中
で
学
校
経
営

を
行
う
こ
と
な
ど
、
学
校
、
保
護

者
、
地
域
、
行
政
が
同
じ
方
向
に

向
か
っ
て
共
に
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
す
宿
毛
小

学
校
の
改
築
に
つ
い
て
は
、
高
台

の
整
備
事
業
を
市
長
部
局
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
対

策
に
つ
い
て
は
、
未
耐
震
教
育
施

設
の
耐
震
化
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

宿
毛
小
学
校
校
舎
、
宿
毛
中
学
校

校
舎
の
耐
震
化
工
事
を
は
じ
め
、

平
成

２７
年
度
中
に
全
て
の
施
設
が

耐
震
化
で
き
る
よ
う
耐
震
工
事
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

「
重
点
目
標
・
施
策
」

・
平
成

２５
年
よ
り
Ｑ
―

Ｕ
（
学
校
生

活
調
査
）
を
ハ
イ
パ
ー
Ｑ
―

Ｕ
（
よ

り
よ
い
学
校
生
活
と
友
達
づ
く

り
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
）
に
拡

充
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
継

続
し
て
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の
学
校

で
の
生
活
意
欲
や
満
足
度
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
能
力
を
よ
り

詳
し
く
把
握
す
る
中
で
、
生
活

面
の
改
善
を
図
り
、
学
力
向
上

に
努
め
ま
す
。

・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
活
用
事
業
や
不
登
校

対
策
支
援
員
の
配
置
、
宿
毛
市
子

ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

の
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
関
係
機

関
と
連
携
を
密
に
す
る
中
で
、
よ

り
き
め
細
か
な
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
研
究
所
に

開
設
し
て
い
る
教
育
相
談
セ
ン
タ

ー
「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
の
充
実
を

図
り
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
を
持

つ
保
護
者
を
中
心
と
し
た
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
、

不
登
校
や
不
登
校
傾
向
が
見
ら

れ
る
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
へ
の

支
援
に
努
め
ま
す
。

・
す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
、
特
別

支
援
教
育
学
校
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
校
務
分
掌
に
位
置
付
け

設
置
す
る
と
と
も
に
、
課
題
を
抱

え
る
子
ど
も
が
在
籍
す
る
学
校

に
対
し
て
は
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
を
配
置
し
、
子
ど
も
の
能
力

を
伸
ば
す
た
め
の
支
援
を
充
実

し
ま
す
。

・
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
来
た

る
べ
き
東
南
海
、
南
海
地
震
に

備
え
た
防
災
教
育
、
避
難
訓
練

を
実
施
し
、
児
童
・
生
徒
、
教

職
員
の
危
機
管
理
の
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。
平
成

２５
年
度

に
は
、
片
島
中
学
校
が
高
知
県

実
践
的
防
災
教
育
推
進
事
業
の

指
定
を
受
け
、
先
進
的
な
防
災

教
育
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
平
成

２６
年
度
に
お

い
て
は
、
咸
陽
小
学
校
が
同
事

業
の
指
定
を
受
け
、
取
り
組
み

を
実
施
す
る
中
で
、
本
市
に
お

け
る
防
災
教
育
の
確
立
に
向
け

取
り
組
み
ま
す
。

学
　
校
　
給
　
食

　
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
が
み
ん
な

で
一
緒
に
お
い
し
い
給
食
が
食
べ
ら

れ
る
よ
う
、
近
年
増
加
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の

対
応
も
行
い
、
安
心
で
安
全
な
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
の
あ
る
給
食
を

提
供
し
、
健
康
の
増
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

「
重
点
目
標
・
施
策
」

・
生
産
者
を
は
じ
め
各
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
場

産
物
を
学
校
給
食
に
積
極
的
に

活
用
し
、
地
産
地
消
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

・
現
在
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は

昭
和

５８
年
度
の
建
築
で
あ
り
、

施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
改
築

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
高
台
移
転
も
勘
案
し
な

が
ら
、
改
築
に
向
け
て
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

生
　
涯
　
学
　
習

　
生
き
が
い
と
潤
い
の
あ
る
人
生
を

過
ご
す
た
め
に
、
宿
毛
文
教
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
に
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
誰
で
も
が
、
自
発
的
に
学
習
で

き
る
学
習
機
会
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
図
り
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
豊
か

で
文
化
的
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

「
重
点
目
標
・
施
策
」

・
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
を
核
と

し
て
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
お

よ
び
関
係
機
関
が
連
携
し
、
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
に
努
め
ま
す
。

・
大
学
や
実
業
団
等
の
キ
ャ
ン
プ

誘
致
や
各
種
大
会
の
招
致
に
努

め
、
社
会
体
育
施
設
の
有
効
活

用
を
図
る
と
と
も
に
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
競
技
や
球
技
、
武
道
大
会

な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用

し
た
交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め

ま
す
。

・
文
化
財
の
維
持
管
理
と
保
護
お

よ
び
愛
護
思
想
の
普
及
に
努
め
、

地
域
の
芸
能
・
伝
統
文
化
の
継

承
・
発
展
に
努
め
ま
す
。

宿
毛
の
教
育
に
つ
い
て

宿
毛
市
教
育
長
　
立
田
　

壽
行



防炎製品ラベル

⑩

住警器消太

取
り
付
け
よ
う

火
災
警
報
器
！

も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ

平
成
２６
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　『
も
う
い
い
か
い

　
　
　
火
を
消
す
ま
で
は

　
　
　
　
　
　
ま
あ
だ
だ
よ
』

調
理
中
の
火
災
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
！

　
住
宅
火
災
の
出
火
原
因
と
負
傷

者
の
発
生
原
因
で
多
い
の
は
、「
調

理
器
具
」
で
す
。
調
理
中
に
火
を

付
け
た
ま
ま
そ
の
場
を
離
れ
て
し

ま
い
周
囲
の
可
燃
物
へ
の
着
火
や
、

過
熱
防
止
装
置
の
付
い
て
い
な
い

こ
ん
ろ
で
油
が
過
熱
し
て
出
火
す

る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
の
使

用
も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｈ

調
理
に
適
さ
な
い
鍋
を
使
っ
て
火

災
に
な
る
ケ
ー
ス
や
、
揚
げ
物
調

理
で
少
量
の
油
し
か
入
れ
な
か
っ

た
た
め
、
温
度
セ
ン
サ
ー
の
感
知

よ
り
も
早
く
油
が
過
熱
し
発
火
す

る
ケ
ー
ス
な
ど
、
不
適
切
な
使
用

に
よ
り
火
災
に
な
る
ケ
ー
ス
が
み

ら
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
蕁
６
３
―
３
１
１
１

　
薨
６
３
―
３
３
９
６

　
ま
た
、
卓
上
式
の
カ
セ
ッ
ト
こ

ん
ろ
を
、
調
理
の
た
め
で
は
な
く

暖
を
と
る
た
め
に
使
用
し
て
火
災

に
至
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
使
用
時
は
、
周

囲
に
可
燃
物
が
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
か
ら
適
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

調
理
中
に
着
衣
に
着
火
し
て
死
傷

し
て
し
ま
う
事
案
も
高
齢
者
を
中

心
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
袖
口
へ

着
火
し
た
ケ
ー
ス
や
、
こ
ん
ろ
の

奥
の
物
を
取
ろ
う
と
し
て
腕
を
伸

ば
し
た
際
に
着
火
し
た
ケ
ー
ス
の

ほ
か
、
こ
ん
ろ
を
背
に
し
て
作
業

中
に
背
中
側
に
着
火
し
た
ケ
ー
ス

が
み
ら
れ
ま
す
。
着
衣
着
火
し
た

場
合
は
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
く
、

予
防
に
は
防
炎
品
の
割
烹
着
を
身

に
付
け
る
な
ど
そ
の
対
策
が
効
果

的
で
す
。
燃
え
に

く
い
「
防
炎
品
」
の

基
準
を
満
た
し
た

商
品
に
は
、
日
本

防
炎
協
会
の
認
定

マ
ー
ク
が
貼
付
さ

れ
て
い
ま
す
。

日
本
年
金
機
構

幡
多
年
金
事
務
所
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

日
　
時

　
５
月

２０
日

（火）

　
１０
時
〜

１５
時（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
所
　
宿
毛
市
役
所

受
　
付
　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間
　
８
時

３０
分
〜

※
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

・
定
期
便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送

ら
れ
て
き
た
書
類
一
式

・
認
め
印

・
代
理
の
場
合
は
委
任
状
（
家

族
で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
）

が
当
日
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
年
金
係
に
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
事
前
に
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理

人
の
本
人
確
認
で
き
る
も
の

（
免
許
証
な
ど
）
も
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
市
民
課
年
金
係
　

 
蕁
６
３
―

１
１
１
２

今
月
の
年
金
相
談

よ
り
多
く
年
金
を
受
け
取

り
た
い
方
に
お
す
す
め
し

ま
す
！

《繰り上げ支給》
　老齢基礎年金の支給開始年齢は原則とし
て６５歳ですが、希望すれば６５歳前に繰
り上げて減額された年金を受けることがで
きます。ただし、支給を繰り上げた場合、生
涯減額された年金を受け取ること、障害基
礎年金を請求できなくなることなど、注意
が必要です。（減額率は最大で３０％）

《繰り下げ支給》
　６６歳以降に老齢基礎年金を受け始める
繰り下げの場合は、年金額が増額されます。
ただし、遺族年金などの受給権がある場合
は適用になりません。（増額率は１月で０．７
％、最大４２％）
　なお、繰り下げした場合、老齢基礎年金
を受給するまでは振替加算も支給停止にな
りますので、振替加算が多い方は不利にな
る場合があります。詳しくは幡多年金事務
所へお問い合わせください。

老齢基礎年金の繰り上げ・繰り下げ おすすめです！『付加保険料』

　定額の保険料に月額
４００円の付加保険料
を上乗せして納めると、
将来の老齢基礎年金に
付加年金が加わります。
※２年以上受給される
と、支払った付加保険
料以上の付加年金が受
け取れますので、お得
です。
　付加保険料の納付は、お申し込みいただいた月
分からとなり、定額保険料（月額１５，２５０円）を
納付していただくことが条件となります。また、
国民年金基金へ加入されている方は付加保険料を
納付していただくことはできません。
　付加保険料の納付をご希望の方は、幡多年金事
務所または市民課年金係へお申し出ください。

【問い合わせ先】
　日本年金機構　幡多年金事務所
　蕁０８８０―３４―１６１６
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市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
平
成
二
十
六
年
度
一
般
会
計
予
算
」

な
ど
予
算
議
案
二
十
五
件
、「
教
育

委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
」
の
人
事
議
案
一
件
、

「
宿
毛
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
」
な
ど
条

例
議
案
一
〇
件
、「
宿
毛
市
名
誉
市

民
の
選
定
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
」
な
ど
そ
の
他
の
議
案
三
件

の
合
計
三
十
九
議
案
で
あ
り
、
審

議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
議
員
か
ら
「
市

長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定
」
が

提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
三
日
間

に
十
一
人
の
議
員
が
、
ま
た
、
十

三
日
に
は
議
案
に
対
す
る
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
十
五
号
）

　
平
成
二
十
六
年
度
一
般
会
計
予
算

は
総
額
で
、
百
十
二
億
四
千
九
百
四

十
三
万
一
千
円
で
対
前
年
比
一
一
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
詳
細
は
、
二
〜
三
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。
）

◎
宿
毛
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
宿
毛
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指

定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
宿
毛
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
宿
毛
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
い
ず
れ
も
「
地
域
の
自
主
性
及

び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
の
成
立

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
関
係
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
た
事
項
が
、
市
町

村
の
条
例
に
お
い
て
制
定
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
国
の
基
準
に
準
じ
て
条
例
を

制
定
及
び
改
正
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
立
体
育
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
旧
田
の
浦
小
学
校
跡
地
に
小
筑

紫
保
育
園
を
建
設
す
る
こ
と
に
伴

い
、
田
の
浦
体
育
館
を
取
り
壊
し

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本

条
例
か
ら
「
田
の
浦
体
育
館
」
の

項
目
を
削
除
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

◎
宿
毛
市
名
誉
市
民
の
選
定
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　
株
式
会
社
小
松
製
作
所
の
代
表

取
締
役
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た

萩
原
敏
孝
（
は
ぎ
わ
ら
　
と
し
た

か
）
氏
を
本
市
の
名
誉
市
民
と
し
て

選
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
宿
毛

市
名
誉
市
民
条
例
」
の
規
定
に
よ

り
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
宿
毛
市
土
地
開
発
公
社
と
の
間

で
、
宿
毛
市
平
田
町
戸
内
字
雁
ヶ

池
南
平
六
二
八
九
番
一
一
ほ
か
二

十
二
筆
、
地
積
八
千
七
百
九
十
九
・

七
五
平
方
メ
ー
ト
ル
を
一
億
六
千

三
百
四
万
一
千
百
七
十
三
円
で
取

得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
第
九
六
条
第
一
項
第
八
号
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第72号

　
第
一
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
四
日
に
開
会
し
、

二
十
三
日
間
の
会
期
で
三
月
二
十
六
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

当
　
初
　
予
　
算

条
　
　
例

そ
　
の
　
他



⑫

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

同
　
　
意

同
　
　
意

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号

第
3
号

第
4
号

第
１４
号

第
１５
号

第
１６
号

第
２７
号

第
２８
号

　
第
２９
号

第
３０
号

第
３１
号

第
３２
号

第
３３
号

第
３４
号

第
３５
号

～～

宿
毛
市
名
誉
市
民
の
選
定
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

平
成
二
十
五
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事
業
、

へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船
事
業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
学
校
給
食
事
業
、
下
水
道
事
業
、
国
民
宿
舎
運
営
事

業
、
幡
多
西
部
介
護
認
定
審
査
会
、
介
護
保
険
事
業
、
土

地
区
画
整
理
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
）
補
正
予
算
に
つ

い
て

平
成
二
十
六
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
六
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事
業
、

へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船
事
業
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
学
校
給
食
事
業
、
下
水
道
事
業
、
国
民
宿
舎
運
営
事

業
、
幡
多
西
部
介
護
認
定
審
査
会
、
介
護
保
険
事
業
、
土

地
区
画
整
理
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
）
及
び
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て

宿
毛
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

宿
毛
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
社
会
教
育
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

宿
毛
市
立
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
水
道
事
業
の
利
益
及
び
資
本
剰
余
金
の
処
分
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
３６
号

第
３７
号

第
３８
号

第
３９
号

第
４０
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

宿
毛
市
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定
に
つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

（
定
例
会
）

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
　
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
改
修
工
事
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、「
長
谷
川
体
育
施
設
株
式
会

社
四
国
営
業
所
」
と
一
億
七
千
百

十
四
万
七
千
六
百
円
で
工
事
請
負

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
第
九
六
条
第
一
項
第

五
号
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定

に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
一
八
〇
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、「
市
が
貸
し
付

け
し
た
各
種
資
金
の
償
還
に
関
す

る
訴
え
の
提
起
、
和
解
及
び
調
停
」

に
つ
い
て
は
、
市
長
が
議
会
に
代

わ
っ
て
処
分
で
き
る
事
項
と
し
て

新
た
に
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

三
月
定
例
会
日
程

３
月
４
日
（
火
）
本
会
議
　
　
開
会
、
行
政
方
針
の
表
明

�
�

議
案
上
程
、
提
案
理
由
の
説
明

�

５
日
（
水
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

６
日
（
木
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

７
日
（
金
）
休
　
会
　
　
議
案
等
精
査

�

８
日
（
土
）
休
　
会

�

９
日
（
日
）
休
　
会

�

１０
日
（
月
）
本
会
議
　
　
一
般
質
問

�

１１
日
（
火
）
本
会
議
　
　
一
般
質
問

�

１２
日
（
水
）
本
会
議
　
　
一
般
質
問

�

１３
日
（
木
）
本
会
議
　
　
議
案
質
疑

�

１４
日
（
金
）
休
　
会
　
　
委
員
会
審
査

�

１５
日
（
土
）
休
　
会
　

�

１６
日
（
日
）
休
　
会

�

１７
日
（
月
）
休
　
会
　
　
委
員
会
審
査

�

１８
日
（
火
）
休
　
会
　
　
委
員
会
審
査

�

１９
日
（
水
）
休
　
会
　
　
委
員
会
審
査

�

２０
日
（
木
）
休
　
会

�

２１
日
（
金
）
休
　
会
　

�

２２
日
（
土
）
休
　
会

�

２３
日
（
日
）
休
　
会

�

２４
日
（
月
）
休
　
会
　
　
委
員
会
審
査

�

２５
日
（
火
）
休
　
会
　

�

２６
日
（
水
）
本
会
議
　
　
委
員
長
報
告
、
質
疑

�
�

討
論
、
表
決
、
閉
会
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広報すくも  2014.5⑬

A
　
若
い
世
代
の
出
会
い
が
な
い
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
等
で
若
い
世
代

の
経
済
力
が
弱
く
、
結
婚
に
結
び

つ
か
な
い
。
就
職
相
談
や
ス
キ
ル

を
上
げ
る
た
め
の
、
行
政
の
総
合

的
窓
口
、
宿
毛
版
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
が
必
要
で

は
な
い
か
問
う
。

B
　
現
在
は
、
若
者
を
直
接
サ
ポ

ー
ト
す
る
部
署
を
設
置
し
て
い
な

い
が
、
福
祉
事
務
所
や
教
育
委
員

会
、
生
涯
学
習
課
等
で
相
談
体
制

を
確
保
し
て
お
り
、
相
談
内
容
に

よ
っ
て
は
、
高
知
黒
潮
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
し
て

対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
宿

毛
市
で
若
者
が
働
く
場
を
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
課
題
だ
。
若
者
が

定
着
し
、
結
婚
を
さ
れ
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
生

活
基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
、
こ
こ

に
力
を
入
れ
た
予
算
投
下
を
し
て

い
る
。

A
　
育
児
の
負
担
、
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
の
難
し
さ
、
経
済
的
理

由
か
ら
、
第
二
子
、
第
三
子
の
出

産
を
諦
め
る
社
会
情
勢
が
あ
る
。

　
子
育
て
支
援
金
を
支
給
し
て
は

如
何
か
問
う
。

B
　
現
在
、
出
産
祝
い
金
は
支
給

し
て
い
な
い
。
支
給
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、
福
島
県
矢
祭
町
で
は
、

第
三
子
出
産
時
に
百
万
円
、
育
成

奨
励
金
と
し
て
五
十
万
円
支
給
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
宿
毛
市
に
お
い
て
は
、
中
学
校

ま
で
医
療
費
の
無
料
化
を
市
単
独

で
実
施
、
大
き
な
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
少
子
化
対
策
は
、
国
策
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
大
き
な
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
ご
提
案

の
よ
う
な
子
育
て
支
援
対
策
に
つ

い
て
は
、
市
長
会
等
、
各
種
会
議

を
通
じ
て
国
や
県
、
市
町
村
の
三

者
の
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
具

体
的
提
案
を
考
え
て
い
る
。

A
　
教
育
に
は
お
金
が
か
か
り
、
経

済
面
の
負
担
が
高
い
こ
と
も
、
ま

た
一
つ
の
少
子
化
の
理
由
に
な
る

と
思
う
。
乳
幼
児
期
か
ら
の
教
育

改
革
、
教
育
革
命
に
よ
り
、
学
力

の
保
障
、
充
実
を
宿
毛
で
完
成
す

れ
ば
、
子
育
て
世
代
の
方
か
ら
、
ま

た
、
他
市
町
村
の
方
か
ら
も
、
子

ど
も
の
教
育
は
宿
毛
で
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
思
う
が
、
教
育
長
に

問
う
。

B
　
宿
毛
の
子
ど
も
達
の
夢
や
志

を
か
な
え
る
も
と
と
な
る
力
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
に
、
学
力
向
上
、

基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
、
社
会

性
の
育
成
の
三
つ
を
柱
に
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
小
・
中
学
校
で
推
進

し
て
い
る
。
地
元
へ
の
愛
着
や
誇

り
を
持
つ
こ
と
で
、
将
来
に
対
す

る
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
に
、
地
元
で
家

庭
を
築
く
人
生
観
を
育
て
る
こ
と

と
な
り
、
地
域
の
少
子
化
対
策
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

A
　
片
島
公
民
館
は
、
鉄
骨
屋
外

階
段
が
腐
食
し
、
建
築
基
準
法
上

違
法
な
状
態
で
あ
る
。
公
共
機
関

は
、
違
法
状
態
の
改
善
は
率
先
垂

範
す
べ
き
で
、
適
法
に
す
べ
き
だ
が
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か

問
う
。

B
　
避
難
階
段
の
使
用
中
止
は
承

知
を
し
て
い
る
。

　
今
後
の
対
応
も
含
め
て
、
片
島

地
区
と
協
議
を
継
続
し
た
い
。

　
本
市
の
建
物
の
違
法
性
に
つ
い

て
は
、
調
査
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
三
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で

の
三
日
間
に
十
一
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
管
理
状
況

に
つ
い
て



⑭

中平 富宏 議員

A
　
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
は
、

宿
毛
市
の
実
情
に
即
し
た
条
例
の

制
定
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
問
う
。

B
　
空
き
家
等
へ
の
対
応
は
、
国

の
法
制
化
が
な
い
状
況
で
は
、
条

例
を
制
定
し
て
も
実
行
力
に
乏
し
く
、

問
題
の
解
決
に
は
至
ら
な
い
と
判

断
し
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
を
改
正
し
、
周
囲

の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
適
正
に
管
理
す
る
こ
と

を
明
記
し
、
所
有
者
・
管
理
者
の

管
理
責
任
を
明
確
化
し
た
。

　
そ
の
後
、
国
の
制
度
を
活
用
し
、

三
月
補
正
で
一
千
六
百
万
円
計
上
し
、

住
宅
の
除
去
等
に
要
す
る
費
用
を

補
助
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
市
の
交
付
要
綱
等
は
、
作
成
中

だ
が
、
補
助
限
度
額
が
百
六
十
万

円
で
、
個
人
負
担
は
五
分
の
一
以

上
と
な
る
。

　
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
老
朽
空

き
家
等
の
除
去
を
進
め
た
い
。

A
　
宿
毛
市
の
お
宝
の
活
用
と
し
て
、

名
誉
市
民
で
あ
る
奥
谷
先
生
の
絵

画
を
旧
国
民
宿
舎
な
ど
を
活
用
し

て
常
設
展
示
し
、
ま
た
、
先
生
を

顕
彰
す
る
賞
を
創
設
し
、
芸
術
コ

ン
ペ
と
芸
術
祭
を
開
催
し
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
問
う
。

B
　
奥
谷
画
伯
の
絵
画
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
今
年
七
月
下
旬
か
ら

八
月
の
一
週
間
程
度
、
市
制
六
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
文
教
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
展

示
会
を
実
施
す
る
。
こ
れ
ま
で
も
、

平
成
十
五
年
に
文
教
セ
ン
タ
ー
会

館
一
〇
周
年
記
念
事
業
や
、
先
生

の
文
化
功
労
者
顕
彰
な
ど
、
節
目

と
な
る
年
、
ま
た
そ
の
後
も
、
歴

史
館
の
特
別
展
示
室
に
て
、
年
間

を
通
じ
て
展
示
を
行
い
、
作
品
を

見
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
芸
術
祭
に
つ
い
て
は
、
宿
毛
市

美
術
展
覧
会
の
会
期
の
延
長
な
ど
、

何
ら
か
の
催
し
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
か
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

A
　
宿
毛
市
の
人
口
減
少
防
止
対

策
に
つ
い
て
、
現
在
の
施
策
の
体

系
は
、
少
子
化
対
策
は
方
法
論
に

す
ぎ
な
い
状
況
で
あ
り
、
防
災
と

と
も
に
、
人
口
増
加
を
目
的
と
す

る
施
策
の
体
系
に
改
変
し
て
は
ど

う
か
問
う
。

B
　
現
在
の
人
口
の
減
少
は
、
防

災
対
策
と
同
様
、
本
市
の
最
重
要

課
題
で
あ
り
、
今
後
も
関
係
機
関

と
も
協
力
す
る
中
で
、
取
り
組
み

を
強
化
し
た
い
。

A
　
子
ど
も
た
ち
に
日
本
地
図
を

見
て
図
形
か
ら
日
本
を
学
ん
で
も

ら
う
た
め
に
も
、
沖
縄
や
小
笠
原

諸
島
な
ど
の
離
島
を
切
り
離
し
て

隙
間
に
貼
り
付
け
た
よ
う
な
地
図

で
は
な
く
、
正
し
い
日
本
地
図
を

使
う
べ
き
で
は
な
い
か
問
う
。

B
　
日
本
の
全
体
図
を
子
ど
も
た

ち
の
目
に
触
れ
る
場
所
に
掲
示
す

る
こ
と
で
、
日
本
の
国
土
や
位
置

関
係
に
つ
い
て
知
識
を
、
あ
る
い

は
認
識
を
深
め
る
こ
と
は
大
事
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
学
校
内
に
掲
示
で
き
る

日
本
全
図
の
配
布
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

A
　
以
前
の
計
画
に
は
あ
っ
た
学

校
建
築
等
計
画
表
が
添
付
さ
れ
て

い
な
い
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
現
状
に
お
い
て
高
台
が
確
保

で
き
て
お
ら
ず
、
今
後
の
高
台
整

備
状
況
な
ど
不
確
定
な
要
素
が
あ

り
、
現
時
点
で
具
体
的
な
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。

A
　
津
波
が
予
想
さ
れ
る
学
校
に

つ
い
て
は
適
正
規
模
を
無
視
し
て

統
合
を
す
る
の
か
問
う
。

B
　
学
校
施
設
は
高
台
に
あ
り
避

難
の
必
要
が
な
い
状
況
が
、
安
全

安
心
を
確
保
す
る
上
で
は
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
大

島
小
学
校
校
区
内
に
は
学
校
が
移

転
す
る
の
に
望
ま
し
い
適
地
は
な
く
、

高
台
移
転
を
考
え
た
場
合
に
は
咸

陽
小
学
校
と
の
統
合
も
含
め
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

A
　
大
島
、
咸
陽
小
学
校
の
あ
る

西
部
地
域
の
高
台
整
備
を
い
つ
、

ど
こ
に
す
る
の
か
。
そ
れ
は
誰
が

決
め
る
の
か
問
う
。

B
　
用
地
取
得
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
の
意
向
、
防
災
上
の
必

要
性
、
財
政
的
な
問
題
等
を
総
合

的
に
判
断
を
し
、
最
終
的
に
は
市

長
の
権
限
で
決
定
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

A
　
市
長
は
、
学
校
施
設
設
置
の

最
終
決
定
権
者
と
し
て
こ
の
計
画

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
く
の
か

問
う
。

B
　
錦
地
区
よ
り
以
西
に
あ
た
る

地
域
を
対
象
に
し
た
高
台
整
備
と

し
て
小
深
浦
地
区
に
約
六
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
計
画
を
推
進
し
て
い
る
。
内

訳
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、
小
中
学

校
用
地
、
保
育
園
、
防
災
用
地
を

計
画
し
て
い
る
。

A
　
保
育
園
再
編
に
つ
い
て
、
市

長
が
「
検
討
し
て
い
く
」
と
答
弁

し
て
か
ら
六
カ
月
が
経
過
し
た
。

　
統
合
、
高
台
移
転
な
ど
の
現
在

の
状
況
を
問
う
。

B
　
現
時
点
に
お
い
て
小
筑
紫
、

み
な
み
、
両
保
育
園
の
旧
田
の
浦

小
学
校
跡
地
へ
の
新
築
移
転
、
並

び
に
平
成
二
十
七
年
度
開
園
に
向

け
た
準
備
作
業
以
外
に
は
、
残
念

な
が
ら
、
昨
年
の
九
月
か
ら
の
大

き
な
進
展
は
な
い
。
平
成
二
十
六

空
き
家
等
の
適
正
管
理

の
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
の
お
宝
の
活
用

に
つ
い
て

人
口
減
少
防
止
対
策
に

つ
い
て

正
し
い
地
図
を
活
用
し
た

教
育
の
推
進
に
つ
い
て

宿
毛
市
立
小
中
学
校

再
編
計
画
に
つ
い
て

保
育
園
の
統
廃
合
に

つ
い
て
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年
度
か
ら
具
体
的
な
方
向
性
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

A
　
市
民
感
覚
と
し
て
あ
る
「
不

正
の
手
段
で
給
付
金
を
受
給
し
た

の
で
あ
れ
ば
、
当
然
返
還
を
求
め

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
」
の
は

至
極
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。

　
大
月
町
を
は
じ
め
四
市
町
と
事

業
者
側
と
の
和
解
案
を
見
れ
ば
、

事
業
者
側
は
介
護
給
付
費
を
不
正

に
利
得
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
支

払
い
を
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
を

認
め
て
お
り
、
併
せ
て
加
算
金
に

つ
い
て
も
返
還
を
認
め
て
お
る
。

　
し
か
し
、
宿
毛
市
と
し
て
は
法

的
に
こ
れ
以
上
請
求
出
来
な
い
と

す
れ
ば
、
な
ぜ
と
い
う
市
民
の
声

に
対
し
て
明
確
に
説
明
す
べ
き
で

な
い
か
問
う
。

B
　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
こ

と
の
内
容
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
十

分
納
得
し
て
い
な
い
方
が
お
ら
れ

る
こ
と
も
承
知
を
し
て
い
る
。
関

係
の
皆
さ
ん
と
も
連
携
し
、
情
報

を
得
な
が
ら
市
民
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
説
明
を
し
て
い
く
か
検
討

を
し
て
い
く
。

A
　
島
民
の
説
明
会
に
つ
い
て
の

受
け
止
め
方
は
「
決
ま
っ
た
か
ら

仕
方
が
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
の

結
論
あ
り
き
の
姿
勢
に
対
し
て
、
強

い
不
満
を
募
ら
せ
て
い
る
。

　
島
民
の
命
に
関
わ
る
、
大
変
重

要
な
事
案
に
つ
い
て
、
た
っ
た
一

回
の
説
明
で
十
分
説
明
し
切
れ
た

の
か
、
理
解
し
切
れ
た
の
か
疑
問

に
思
う
が
今
後
も
住
民
に
説
明
を

す
る
用
意
は
あ
る
の
か
問
う
。

B
　
今
後
の
説
明
会
等
の
開
催
に

つ
い
て
は
、
必
要
な
ら
県
の
担
当

者
の
出
席
を
求
め
、
直
接
住
民
の

声
を
聞
く
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
新
た
な
診
療
体
制
に
よ
り

発
生
す
る
不
具
合
や
ご
意
見
、
ご

要
望
等
を
お
聞
き
し
て
い
き
た
い
。

A
　
島
民
の
命
と
健
康
を
守
る
う

え
で
、
医
療
体
制
を
充
実
す
る
こ

と
は
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
新

た
な
体
制
と
な
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

休
日
に
お
い
て
も
、
看
護
師
を
配

置
す
る
べ
き
で
な
い
か
市
長
の
所

見
を
問
う
。

B
　
沖
の
島
診
療
所
は
看
護
師
が

二
名
と
い
う
少
数
で
あ
り
、
交
代

勤
務
の
頻
度
が
高
く
、
職
員
の
負

担
も
大
き
く
な
る
。
ま
た
、
全
体

の
職
員
数
の
確
保
と
か
、
労
使
間

に
係
る
問
題
が
あ
り
、
現
状
で
は

非
常
に
厳
し
い
と
考
え
る
。

A
　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
が
市
民
へ
の
健

康
被
害
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
変
大

き
い
も
の
が
あ
る
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５

の
濃
度
の
測
定
体
制
並
び
に
市
民

へ
の
的
確
な
情
報
の
発
信
体
制
に

つ
い
て
問
う
。

B
　
宿
毛
市
単
独
で
の
測
量
は
し

て
い
な
い
が
、
高
知
県
か
ら
の
注

意
喚
起
情
報
が
出
さ
れ
る
と
、
学

校
や
保
育
所
へ
の
連
絡
報
告
体
制

は
整
っ
て
い
る
。

A
　
お
年
寄
り
へ
健
康
増
進
対
策

と
し
て
施
術
に
係
る
費
用
に
つ
い

て
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
考
え

は
な
い
か
問
う
。

B
　
こ
れ
ら
に
よ
る
健
康
増
進
へ

の
効
果
、
効
用
は
否
定
し
な
い
。

今
後
、
他
市
町
村
の
実
施
状
況
を

勉
強
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

A
　
従
来
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
ク
ラ

ウ
ド
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
行

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
の

経
費
節
減
と
な
っ
て
い
る
か
問
う
。

B
　
移
行
前
と
比
較
し
て
年
間
九

百
八
十
三
万
三
千
円
の
節
減
と
な

っ
て
い
る
。

A
　
電
算
シ
ス
テ
ム
の
使
用
料
が

年
度
を
追
っ
て
約
五
百
四
十
万
円

程
度
の
割
合
で
増
加
し
て
い
る
が
、

こ
の
増
加
は
い
つ
ご
ろ
、
い
く
ら

く
ら
い
で
止
ま
る
の
か
問
う
。

B
　
平
成
二
十
五
年
度
を
も
っ
て

全
て
の
移
行
が
完
了
し
た
の
で
、
二

十
六
年
度
を
も
っ
て
一
旦
終
了
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
移

行
の
必
要
な
も
の
が
あ
り
、
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

A
　
電
算
関
連
経
費
は
素
人
目
に

は
分
か
り
に
く
い
面
が
あ
る
。
ど

の
よ
う
な
形
で
経
費
の
適
正
化
の

手
段
を
講
じ
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
可
能
な
か
ぎ
り
多
く
の
事
業

者
か
ら
見
積
書
な
ど
を
収
集
す
る

こ
と
で
経
費
の
適
正
化
に
努
め
て

い
る
。

A
　
原
材
料
の
買
い
取
り
価
格
が

い
ま
だ
に
目
鼻
が
つ
か
ず
に
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
状
況
か
問
う
。

B
　
価
格
は
現
在
の
と
こ
ろ
定
ま

っ
て
い
な
い
が
、
発
電
事
業
者
と

森
林
組
合
と
の
調
整
を
高
知
県
が

入
っ
て
行
う
と
聞
い
て
い
る
。

A
　
幡
多
の
林
業
に
関
す
る
協
議

体
の
今
後
の
協
議
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
幡
多
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
が
宿

介
護
給
付
金
の
不
正
受

給
問
題
に
つ
い
て

沖
の
島
診
療
所
の

問
題
に
つ
い
て

Ｐ
Ｍ
2
・
5
の
対
策
に

つ
い
て

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
関
連

事
業
に
つ
い
て

電
算
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
り
、灸
、指
圧
等
の
施
術
費

用
へ
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
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毛
市
森
林
組
合
へ
と
変
更
と
な
る
。

新
し
い
事
務
局
体
制
の
も
と
で
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
も
含
め
て
、
広

く
地
域
全
体
の
林
業
振
興
に
つ
い

て
の
協
議
、
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

A
　
住
民
票
の
閲
覧
制
限
の
情
報

が
ど
の
よ
う
な
形
で
庁
内
各
課
、
各

部
署
と
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
市
民
課
内
の
住
民
基
本
台
帳

シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
と
、
各
所

に
設
置
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
も
確
認
で
き
る
仕
様
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
関
連
部
署
へ

の
支
援
対
象
者
の
通
知
、
取
り
扱

い
の
注
意
点
に
つ
い
て
市
民
課
か

ら
周
知
し
て
い
る
。

A
　
電
話
に
よ
る
な
り
す
ま
し
の

問
題
。
悪
質
な
プ
ロ
を
相
手
に
、

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か

問
う
。

B
　
独
自
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

作
成
し
て
い
な
い
が
、
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
研
修
も

実
施
し
、
不
正
が
疑
わ
れ
る
よ
う

な
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
上

司
に
相
談
、
報
告
す
る
な
ど
、
組

織
と
し
て
対
応
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。

A
　
本
人
通
知
制
度
を
導
入
し
て

い
る
市
町
村
か
ら
は
戸
籍
や
住
民

票
は
と
る
な
と
、
不
正
取
得
で
摘

発
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
内
部
で
申
し

合
わ
せ
を
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
本
人
通

知
制
度
の
導
入
に
向
け
た
動
き
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
今
後
、
制
度
の
実
施
に
向
け
、

要
綱
等
の
制
定
に
つ
い
て
協
議
し
、

平
成
二
十
六
年
度
中
の
実
施
を
目

指
し
て
行
き
た
い
。

A
　
防
災
拠
点
と
な
る
萩
原
地
区

の
高
台
造
成
に
つ
い
て
現
在
の
進

捗
状
況
を
問
う
。

B
　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
、
一
月

末
に
完
了
し
、
現
在
は
、
用
地
測

量
に
入
っ
て
お
り
本
年
一
月
に
契

約
を
締
結
し
、
二
十
六
年
度
夏
の

完
了
を
め
ど
に
、
造
成
予
定
地
の

権
利
者
特
定
作
業
を
、
法
務
局
所

蔵
の
切
り
図
に
よ
る
予
備
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

　
実
施
計
画
は
、
主
要
な
施
設
の

配
置
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
完
了
し
て

お
り
、
関
係
二
地
区
の
取
り
付
け

道
の
概
略
説
明
と
路
線
測
量
が
残

っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
実
施
計
画
完
了
後
、
本

年
の
秋
を
め
ど
に
土
地
の
境
界
画

定
、
地
積
測
量
を
完
了
し
、
不
動

産
鑑
定
評
価
を
経
た
後
、
権
利
者

に
対
す
る
説
明
会
を
行
い
、
土
地

建
物
に
関
す
る
個
別
交
渉
に
取
り

組
む
。

A
　
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向
け
た
、

地
域
支
援
事
業
の
充
実
を
図
る
た

め
の
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
本
市
に
お
い
て
も
、
六
十
五

歳
以
上
の
三
割
が
認
知
機
能
の
低

下
を
自
覚
し
て
お
り
、
ケ
ア
マ
ネ

へ
の
調
査
で
は
各
介
護
度
に
お
け

る
認
知
症
の
割
合
が
二
割
を
占
め

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
認
知
症
施

策
の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
て
い

る
。

　
本
市
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

認
知
の
人
と
家
族
の
集
い
を
結
成
し
、

気
持
ち
の
分
か
ち
合
い
や
、
対
応

に
つ
い
て
勉
強
会
を
行
い
、
正
し

く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族

を
支
援
す
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
二
十
六
年
度
よ
り

市
内
六
ヶ
所
程
度
で
開
催
を
予
定

し
て
お
り
、
地
域
で
の
支
援
者
を

増
や
し
て
い
く
計
画
と
し
て
い
る
。

A
　
雑
誌
の
購
入
費
を
ス
ポ
ン
サ

ー
に
負
担
を
し
て
も
ら
い
、
代
わ

り
に
最
新
号
の
カ
バ
ー
に
広
告
を

載
せ
る
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
を

取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
問
う
。

B
　
御
提
案
の
制
度
に
つ
い
て
は
、

全
国
の
公
共
図
書
館
で
雑
誌
コ
ー

ナ
ー
の
充
実
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

目
的
に
導
入
す
る
傾
向
に
あ
る
。

制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
そ
の

分
の
資
料
費
を
ほ
か
の
資
料
の
購

入
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
。

今
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
く
。

A
　
市
民
や
子
供
た
ち
が
本
に
親

し
む
動
機
づ
け
と
な
る
取
り
組
み

と
し
て
、
借
り
た
本
の
履
歴
が
、
目

に
見
え
る
形
で
残
る
読
書
通
帳
の

導
入
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
読
書
通
帳
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

自
分
で
読
ん
だ
本
を
自
身
が
通
帳

に
記
入
し
履
歴
を
残
す
こ
と
で
本

を
読
む
楽
し
み
も
増
え
、
友
人
等

に
自
分
の
本
を
紹
介
で
き
る
な
ど
、

読
書
推
進
に
も
つ
な
が
る
と
思
わ

れ
る
。

　
全
国
的
に
は
多
く
の
図
書
館
が

取
り
組
ん
で
お
り
、
坂
本
図
書
館

と
し
て
も
読
書
通
帳
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
小
学
校
、
中
学
校
と
の

連
携
も
含
め
て
今
後
検
討
し
て
い

く
。

住
民
票
の
閲
覧
制
限
と

本
人
通
知
制
度
に
つ
い
て

萩
原
地
区
の
高
台
造
成

に
つ
い
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て

図
書
館
運
営
に
つ
い
て
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A
　
平
成
二
十
六
年
度
の
行
政
方

針
の
表
明
を
何
度
か
読
ん
だ
が
、
中

心
市
街
地
に
関
す
る
文
字
・
言
葉

が
全
然
出
て
こ
な
い
。

平
成
二
十
四
年
度
・
平
成
二
十
五

年
度
の
行
政
方
針
の
表
明
に
は
、

中
心
市
街
地
の
文
章
が
あ
る
。

　
今
回
、
中
心
市
街
地
に
関
す
る

事
が
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
市

長
の
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六

年
度
の
行
政
方
針
に
、
言
葉
と
し

て
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
決
し
て

市
街
地
の
活
性
化
の
推
進
を
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

こ
の
計
画
策
定
に
は
現
在
、
中
心

市
街
地
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
、

具
体
的
か
つ
現
実
可
能
な
事
業
の

特
定
作
業
を
行
う
中
で
、
基
本
計

画
案
を
煮
詰
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
特
に
計
画
の
中
で
、
大
き

な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る
商
業
地
域

の
活
性
化
に
つ
い
て
、
商
業
者
み

ず
か
ら
の
実
現
性
の
あ
る
、
具
体

的
な
提
案
が
な
い
こ
と
か
ら
、
計

画
が
な
か
な
か
煮
詰
ま
ら
な
い
現

実
が
あ
る
。

　
景
観
に
配
慮
し
た
道
路
整
備
な

ど
、
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
計
画
策
定
に
は
、

か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
行
政
方
針
に
は
、
言
葉
と

し
て
は
触
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

今
後
の
基
本
計
画
の
策
定
を
目
指

し
、
安
全
安
心
で
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
る
。

A
　
真
丁
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
つ
い
て
、

大
分
、
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
。
そ

の
周
辺
に
住
む
市
民
の
安
全
安
心
、

地
震
が
起
こ
っ
た
時
に
倒
壊
し
て

道
路
が
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
う
可
能

性
も
あ
る
。
市
と
し
て
何
か
対
応

が
出
来
な
い
も
の
か
問
う
。

B
　
真
丁
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
つ
い

て
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
設
置
し

て
か
ら
、
既
に
三
十
七
年
が
経
過

し
て
お
り
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
真
丁
商
店
街
振
興

組
合
と
し
て
も
懸
念
し
て
お
り
、
現

在
、
国
の
商
店
街
ま
ち
づ
く
り
事

業
な
ど
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

ア
ー
ケ
ー
ド
の
撤
去
等
が
で
き
な

い
か
、
協
議
を
し
て
い
る
。
今
後
、

真
丁
商
店
街
振
興
組
合
内
で
意
見

集
約
を
し
、
事
業
を
実
施
す
る
と

な
れ
ば
、
市
と
し
て
は
国
等
の
補

助
事
業
を
活
用
す
る
中
で
、
支
援

し
て
ま
い
り
た
い
。

A
　
保
留
地
の
賃
貸
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
宿
毛
市
と
し
て
は
、
一
年
に

満
た
な
い
、
短
期
的
な
賃
貸
、
ま

た
は
常
時
、
移
動
可
能
な
建
築
物

の
設
置
は
実
際
に
行
っ
て
い
る
が
、

長
期
に
わ
た
る
定
期
借
地
権
等
に

よ
る
賃
貸
契
約
に
つ
い
て
は
、
相

手
方
の
事
情
や
、
予
期
で
き
な
い

事
象
に
よ
る
信
用
問
題
等
、
非
常

に
高
い
リ
ス
ク
を
伴
う
た
め
、
現

段
階
で
は
、
困
難
で
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
賃
貸
に
関
し
て
は
、

短
期
限
定
と
し
、
当
面
は
価
格
見

直
し
に
よ
る
早
期
処
分
を
優
先
し

て
い
く
。

A
　
五
年
後
、
十
年
後
の
宿
毛
市

の
為
に
、
宿
毛
市
の
経
済
状
況
や

予
算
執
行
、
各
課
の
問
題
点
な
ど

を
共
有
す
る
た
め
に
、
四
半
期
に

一
回
、
市
長
を
中
心
と
し
て
全
課

長
に
よ
る
庁
議
を
開
催
す
べ
き
で

は
な
い
か
問
う
。

B
　
時
間
を
か
け
た
論
議
は
必
要

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
幹
部
の
中
で
話
し
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

A
　
早
急
な
地
籍
調
査
の
実
施
に

つ
い
て
、
森
林
の
境
界
を
確
認
で

き
る
者
が
老
齢
化
し
、
境
界
確
認

の
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。

少
し
で
も
境
界
確
認
が
で
き
る
者

が
存
在
し
て
い
る
現
在
、
早
急
な

地
籍
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

　
森
林
管
理
制
度
を
利
用
し
都
会

に
住
ん
で
い
て
も
、
宿
毛
市
に
帰

れ
ば
、
自
分
の
所
有
林
の
所
在
、

面
積
、
樹
齢
が
分
か
る
仕
組
み
を

作
る
べ
き
で
は
な
い
か
問
う
。

B
　
具
体
的
な
山
林
境
界
の
問
題

点
等
、
森
林
組
合
と
意
見
交
換
し

協
議
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

A
　
大
島
か
ら
小
筑
紫
町
栄
喜
ま

で
は
国
土
調
査
の
計
画
が
な
い
津

波
浸
水
地
域
で
あ
る
が
、
国
土
調

査
を
し
て
い
な
い
と
、
も
し
災
害

が
あ
っ
て
も
、
大
島
、
小
筑
紫
町
は
、

災
害
復
旧
工
事
が
で
き
な
い
。
他

の
市
町
村
の
よ
う
に
、
早
く
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
問
う
。

B
　
大
島
〜
松
田
川
河
口
か
ら
南

は
国
土
調
査
を
や
っ
て
い
な
い
の
で
、

ぜ
ひ
と
も
、
そ
う
い
う
方
向
に
向

け
て
、
舵
を
切
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
計

画
の
現
状
に
つ
い
て

五
年
後
、
十
年
後
の
宿

毛
市
に
つ
い
て

津
波
浸
水
地
域
の
調
査

に
つ
い
て

山
林
の
調
査
に
つ
い
て

宿
毛
駅
東
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
の
保
留
地

の
処
分
に
つ
い
て
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A
　
前
回
、
危
機
管
理
課
は
総
務

課
の
中
に
お
か
ず
、
防
災
セ
ン
タ

ー
に
設
置
す
べ
き
で
な
い
か
と
の

質
問
に
対
し
て
、
防
災
行
政
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
移
行
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
検
討
す
る
答
弁
を
い
た

だ
い
た
。
今
回
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

な
る
た
め
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。

B
　
昨
年
の
三
月
議
会
の
一
般
質

問
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
防
災

行
政
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化
に
移
行

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
検
討
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

A
　
今
、
若
者
た
ち
は
、
家
を
建

て
る
の
は
津
波
の
心
配
が
な
い
高

台
に
家
を
建
て
て
い
る
。
今
回
調

べ
た
と
こ
ろ
他
の
市
町
村
で
は
、
地

元
の
産
材
を
使
用
す
る
率
に
よ
っ
て
、

助
成
事
業
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
宿

毛
市
に
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
助
成
す
る
気
は
な
い
の
か
問
う
。

B
　
私
と
し
て
も
、
今
後
の
林
業

の
振
興
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
も
、

他
の
施
策
と
合
わ
せ
て
実
施
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
持
っ
て
い
る
が
、

も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

A
　
宿
毛
市
政
六
十
周
年
記
念
事

業
の
一
環
で
奥
谷
先
生
の
絵
画
展

を
開
催
す
る
と
聞
く
が
、
ど
ん
な

形
で
開
催
す
る
の
か
、
ま
た
、
奥

谷
先
生
の
母
校
の
宿
毛
高
校
も
、

創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
を
十
一

月
一
日
に
開
催
す
る
予
定
だ
が
、

同
時
開
催
は
で
き
な
い
か
問
う
。

B
　
実
施
日
に
つ
い
て
は
七
月
下

旬
か
ら
八
月
上
旬
の
期
間
の
う
ち

で
一
週
間
程
度
を
考
え
て
お
り
、

現
在
、
宿
毛
市
が
所
蔵
し
て
い
る

二
十
四
点
の
絵
画
を
、
多
目
的
ホ

ー
ル
に
展
示
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
宿
毛
高
校
の
記
念
式
典
の
時

期
に
、
同
様
の
展
示
を
実
施
す
る

こ
と
は
困
難
と
考
え
る
が
、
今
後
、

ど
ん
な
形
で
連
携
で
き
る
の
か
、

詰
め
た
中
で
協
力
し
て
い
き
た
い
。

A
　
消
防
団
員
の
報
酬
及
び
出
動

手
当
の
現
状
と
近
隣
市
町
村
と
の

比
較
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
地
方
公
務
員
の
消

防
団
へ
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
の

考
え
を
問
う
。

B
　
報
酬
に
つ
い
て
は
、
県
内
二

十
六
団
体
す
べ
て
年
額
と
し
て
お
り
、

宿
毛
市
の
平
均
報
酬
額
は
県
内
で

上
位
か
ら
七
番
目
の
七
万
五
百
七

十
一
円
と
な
っ
て
い
る
。
出
動
手

当
を
支
給
し
て
な
い
団
体
は
、
宿

毛
市
を
は
じ
め
四
団
体
あ
る
が
本

市
と
し
て
は
、
年
額
報
酬
に
反
映

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
総
務
省
消
防
庁
か
ら
、
地
方
公

務
員
の
消
防
団
へ
の
加
入
促
進
に

つ
い
て
通
知
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

現
時
点
で
四
百
九
十
八
名
の
条
例

定
数
を
満
た
し
て
い
る
の
で
、
市

職
員
を
消
防
団
員
に
入
団
さ
せ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
考
え
て
い
な
い
。

A
　
色
々
な
問
題
が
あ
る
と
し
て
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
中
止
を
表
明
し

て
か
ら
一
年
が
た
つ
。
昨
年
末
に
は
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
実
施
の
決
断
を
し

た
と
い
う
が
、
問
題
の
解
決
策
は

見
つ
か
っ
た
の
か
問
う
。

B
　
二
月
末
に
、
市
民
総
参
加
型

の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
目
指
し
て
、

市
内
二
十
一
の
団
体
に
参
加
を
い

た
だ
き
、
大
会
の
準
備
委
員
会
を

発
足
し
た
。

　
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
運
営
体

制
に
つ
い
て
は
、
参
加
団
体
を
中

心
に
業
務
分
担
し
、
責
任
を
も
っ

て
運
営
に
携
わ
っ
て
い
く
形
と
し

て
い
る
。

　
職
員
組
合
と
の
話
し
合
い
は
し

て
い
な
い
が
、
大
き
な
課
題
で
あ

っ
た
開
催
時
期
と
組
織
体
制
に
つ

い
て
改
善
し
て
い
く
方
向
性
が
出

た
の
で
、
生
涯
学
習
課
を
中
心
に

準
備
を
し
て
い
る
。

　
今
後
、
実
行
委
員
会
組
織
を
立

ち
上
げ
た
後
、
具
体
的
な
実
施
内

容
を
検
討
し
て
予
算
化
を
図
っ
て

い
く
。

A
　
萩
原
へ
の
高
台
移
転
に
つ
い

て
、
進
入
路
の
問
題
で
作
業
が
遅

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今
後
の
計

画
を
問
う
。

B
　
取
り
付
け
道
路
等
の
こ
と
で
、

大
き
く
問
題
が
発
生
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
の
設
計
等
に

つ
い
て
様
々
な
意
見
が
出
て
い
る

状
況
で
、
一
体
的
な
形
で
早
急
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

A
　
十
二
月
の
議
会
終
了
後
、
あ

る
病
院
で
高
齢
の
女
性
の
方
か
ら
「
肺

炎
の
予
防
注
射
に
半
額
の
助
成
は

出
来
な
い
か
」
と
聞
か
れ
た
の
で
、

電
話
で
市
に
確
認
す
る
と
、
宿
毛

市
で
は
肺
炎
球
菌
の
補
助
は
あ
り

ま
せ
ん
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し

て
二
月
の
終
わ
り
に
そ
の
女
性
が

私
の
店
に
見
え
ら
れ
た
の
で
、
担

当
課
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
当
初

予
算
に
計
上
す
る
と
の
話
を
聞
き
、

そ
れ
を
伝
え
る
と
、
大
変
喜
ば
れ
、

年
を
取
る
と
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
、補

助
金
が
出
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

う
の
で
、
何
か
良
い
周
知
方
法
を

考
え
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し

危
機
管
理
課
の
防
災
セ
ン

タ
ー
へ
の
移
設
に
つ
い
て

消
防
団
員
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
実
施
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

宿
毛
小
学
校
の
高
台
移

転
に
つ
い
て

肺
炎
球
菌
の
予
防
対
策

に
つ
い
て

宿
毛
市
の
住
宅
建
設
に

対
す
る
助
成
に
つ
い
て

奥
谷
博
絵
画
展
に
つ
い
て
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た
。
何
か
良
い
周
知
方
法
は
な
い

か
問
う
。

B
　
来
年
度
よ
り
新
規
で
実
施
す

る
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
助
成
事
業
の
市
民
へ
の
周
知
方

法
と
し
て
は
、
広
報
す
く
も
へ
の

掲
載
、
地
区
の
回
覧
文
書
、
病
院

に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
保
健
師
の
訪

問
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
多
く
の

方
へ
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

A
　
多
く
の
肺
炎
が
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
に
よ
っ
て
発
症
す
る
の
に
対
し
、

誤
嚥
肺
炎
は
、
異
物
を
飲
み
込
む

と
き
に
起
こ
る
。
歳
を
取
る
と
体

力
が
劣
り
、
異
物
を
気
管
の
外
に

出
す
こ
と
が
出
来
ず
死
に
直
結
す
る
。

そ
こ
で
宿
毛
市
の
広
報
に
、
食
べ

る
前
に
唾
液
を
二
、
三
度
の
み
込

む
と
か
、
食
事
後
直
に
横
に
な
ら

な
い
と
か
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防

の
た
め
注
意
す
る
事
な
ど
を
掲
載

す
る
健
康
覧
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て

は
ど
う
か
問
う
。

B
　
こ
れ
ま
で
に
も
、
広
報
す
く

も
に
は
、
予
防
接
種
や
認
知
症
の

早
期
発
見
な
ど
、
健
康
に
関
す
る

情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
病
気
予
防
に
関
す
る

記
事
や
高
齢
者
に
関
心
の
あ
る
情

報
の
提
供
に
努
め
る
。

A
　
文
科
省
の
有
識
者
会
議
報
告

書
が
二
月
二
十
八
日
の
各
新
聞
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
は
、

校
舎
屋
上
に
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ

り
、
近
く
に
は
避
難
す
る
高
台
や

ビ
ル
が
な
い
学
校
に
つ
い
て
は
、
高

台
移
転
や
校
舎
の
高
層
化
が
必
要

で
あ
る
と
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
問
う
。

B
　
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私

も
そ
の
と
お
り
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

A
　
地
域
住
民
、
特
に
お
年
寄
り

の
方
が
望
ん
で
い
る
の
は
、
高
台

ま
で
は
よ
う
逃
げ
な
い
、
学
校
ま

で
た
ど
り
着
け
れ
ば
、
手
を
差
し

伸
べ
て
も
ら
え
る
。
高
台
は
ス
ロ

ー
プ
が
厳
し
い
。
そ
こ
を
考
え
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
が
希
望
で
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
問
う
。

B
　
学
校
を
避
難
場
所
と
し
て
整

備
す
る
と
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

そ
れ
は
、
近
く
に
高
台
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

A
　
国
保
税
が
高
す
ぎ
て
払
え
な

い
人
が
増
え
て
い
る
。
宿
毛
市
も

他
の
市
町
村
の
よ
う
に
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
て
で
も
、
こ
れ
以

上
に
引
き
上
げ
な
い
こ
と
を
求
め

る
。
資
格
証
明
書
は
発
行
す
べ
き

で
は
な
い
。
ま
た
、
全
国
的
に
差

し
押
さ
え
禁
止
財
産
ま
で
差
し
押

さ
え
、
住
民
と
の
間
で
裁
判
沙
汰

の
紛
争
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

宿
毛
市
で
は
市
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
ど
う
す

る
の
か
問
う
。

B
　
国
保
会
計
の
赤
字
補
填
の
た

め
安
易
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
は
適
当
で
は
な
い
。
国
保
の

税
率
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
、
税
制
改
正
も
視

野
に
入
れ
、
国
の
動
向
を
見
な
が

ら
検
討
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
資
格
証
明
書
は
、
被
保
険
者
間

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
も
、
今

後
も
発
行
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
滞
納
者
へ
の
差
し
押
さ
え
に
つ

い
て
は
、
国
税
徴
収
法
の
規
定
を

遵
守
し
、
法
律
で
差
し
押
さ
え
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
は
除
い
て

行
っ
て
い
る
。
違
法
な
差
し
押
さ

え
は
行
っ
て
い
な
い
。

A
　
死
別
や
離
婚
で
ひ
と
り
親
が

子
育
て
を
し
て
い
る
家
庭
は
、
所
得

税
法
上
の
寡
婦
控
除
が
受
け
ら
れ
、

連
動
し
て
保
育
料
や
公
営
住
宅
料

等
の
公
的
負
担
が
軽
減
さ
れ
助
か

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
婚
歴
の
な

い
ひ
と
り
親
家
庭
は
、
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
。
い
ま
多
く
の
自
治

体
が
婚
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
も
「
み

な
し
寡
婦
」
と
定
義
し
、
自
治
体

が
徴
収
す
る
保
育
料
、
給
食
費
な

ど
の
公
的
負
担
金
を
減
額
し
て
い
る
。

　
宿
毛
市
で
も
み
な
し
寡
婦
控
除

を
適
用
し
、
未
婚
の
親
子
家
庭
を

支
援
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

B
　
結
婚
の
有
無
に
よ
り
寡
婦（
夫
）

の
控
除
の
適
用
が
異
な
っ
て
、
格

差
が
生
じ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
は
、

適
正
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
今
後
、

他
の
市
町
村
の
状
況
も
勘
案
す
る

中
で
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

A
　
悲
惨
な
児
童
虐
待
が
一
九
九

九
年
比
で
、
約
七
倍
に
も
増
え
て

い
る
。
子
ど
も
の
人
権
を
守
り
、
わ

が
国
の
健
全
な
担
い
手
を
育
て
る

た
め
に
も
虐
待
防
止
対
策
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
。

　
宿
毛
市
で
の
虐
待
把
握
の
現
状

と
対
策
を
問
う
。

B
　
虐
待
は
子
ど
も
に
対
す
る
重

大
な
人
権
侵
害
と
認
識
し
て
い
る
。

宿
毛
市
で
も
虐
待
数
が
毎
年
二
十

人
を
超
え
て
い
る
。
対
策
と
し
て

は
住
民
一
人
ひ
と
り
に
通
報
者
に

な
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
や
、
行

政
各
部
署
を
含
む
全
二
十
一
機
関

で
構
成
す
る
、
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
を
結
成
し
、
虐
待
の

早
期
発
見
及
び
支
援
体
制
の
強
化

に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
学
校
で
も
毎
年
虐
待
を
二
〜
七

件
把
握
し
て
い
る
。
対
策
は
子
ど

も
と
の
個
人
面
談
の
実
施
、
教
師

に
よ
る
家
庭
訪
問
、
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
事
業
な
ど
を

活
用
し
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

誤
嚥
肺
炎
予
防
方
法
の

周
知
に
つ
い
て

み
な
し
寡
婦（
夫
）控
除

の
適
用
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

児
童
虐
待
に
つ
い
て

津
波
に
強
い
学
校
整
備

に
向
け
た
文
科
省
の
指

針
改
定
に
つ
い
て



⑳

　
青
葉
が
清
々
し
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。

　
第
一
回
定
例
会
で
は
、
平
成

二
十
六
年
度
予
算
議
案
、
条
例

議
案
な
ど
、
全
四
十
件
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
一
人
が
一
般
質
問

に
立
ち
、
防
災
、
教
育
、
産
業
、

福
祉
関
係
、
今
後
の
市
政
の
方

向
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容

で
し
た
。

　
今
後
も
ご
意
見
を
賜
り
、
議

会
並
び
に
議
員
一
人
ひ
と
り
の

活
動
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
様
ご
健
勝
で
あ
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
編
集
委
員
〉

蘢

闍
　
倉
　
真
　
弓

蘢

野
々
下
　
昌
　
文

蘢

松
　
浦
　
英
　
夫

蘢

中
　
平
　
富
　
宏

蘢

西
　
郷
　
典
　
生

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
三
月
定
例
会
の
会
議
録
は
六

月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
過
去
の
会
議
録
は
市

立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支
所
で

閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
庁
舎
ロ

ビ
ー
及
び
坂
本
図
書
館
並
び
に

沖
の
島
支
所
の
来
客
者
用
パ
ソ

コ
ン
で
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
開
会
中
は
宿
毛

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン

テ
レ
ビ
で
映
像
中
継
し
て
い
る

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
過

去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
人
事
議
案
を
全
会

一
致
を
も
っ
て
同
意
し
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
の
選
任

　
　
　
　
　
名
　
倉
　
寛
　
文
（
な
ぐ
ら
　
ひ
ろ
ふ
み
）　
氏
（
新
任
）

　
第
一
回
臨
時
会
が
二
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
議
案
一
件
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
議
案
は
一
般
会
計
予
算
を
総
額
で
一
億
四
千
四
百
六
十
二
万
五

千
円
を
増
額
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
昨
年
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
予
算
議
決
を
し
た
宿
毛
市
総

合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の
改
修
に
つ
い
て
、
事
業
内
容
を
拡
大
し
国
の
補

正
予
算
で
補
助
対
象
と
な
る
旨
の
内
示
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
本
年
八
月

に
陸
上
競
技
場
で
予
定
さ
れ
て
い
る
「
全
国
高
等
専
門
学
校
体
育
大
会
陸
上

競
技
会
」
に
間
に
合
わ
せ
る
べ
く
公
園
費
に
二
億
二
万
円
の
予
算
を
計
上

し
、
社
会
体
育
費
を
五
千
七
百
三
十
六
万
二
千
円
減
額
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
事
業
増
に
よ
り
財
源
が
不
足
す
る
「
宿
毛
湾
港
大
型
船
舶

誘
致
促
進
補
助
金
」
を
十
六
万
七
千
円
、
文
教
セ
ン
タ
ー
の
光
熱
費
を
百
八

十
万
円
増
額
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
を
も
っ

て
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

●議会を傍聴しませんか…
本会議の傍聴は、どなたでもできます。

次の定例会は６月上旬の予定です。詳しくは、

議会事務局までお問い合わせ下さい。（蕁６３－２９０７）

なお、委員会の傍聴をご希望の方は事前に議会事務局までお申し出下さい。

〜
編
集
後
記
〜

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★

▼

人

 

事

 

案

 

件

▲

■ 

第
一
回
臨
時
会
の
概
要 

■
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宿
毛
の
地
盤
は
？

　
去
る
３
月

１４
日
、
真
夜
中
の
２

時
６
分
、
ガ
タ
ガ
タ
ガ
タ
・・・
。
下

か
ら
や
や
突
き
上
げ
る
よ
う
な
揺

れ
で
目
が
覚
め
る
。「
来
た
ッ
！
」「
南

海
地
震
！
」
数
秒
が
長
く
感
じ
は

し
た
が
、
続
い
て
起
き
る
は
ず
の

長
く
大
き
な
横
揺
れ
に
は
な
ら
な
い
。

「
ん
？
？
」「
小
粒
な
や
つ
か
？
」

ま
も
な
く
揺
れ
が
お
さ
ま
る
と
、

少
し
固
ま
り
か
け
て
い
た
体
が
何

か
ス
〜
ッ
と
楽
に
な
り
ほ
っ
と
恐

怖
が
消
え
る
。
急
い
で
テ
レ
ビ
を

つ
け
て
地
震
情
報
を
集
め
、
震
度

や
震
源
地
を
確
認
、
津
波
の
心
配

が
な
い
と
の
フ
リ
ッ
プ
を
見
て
ど

っ
と
安
心
。
や
が
て
何
事
も
な
か

っ
た
よ
う
に
、
ま
た
眠
り
に
つ
く
。

皆
さ
ん
の
多
く
も
だ
い
た
い
こ
ん

な
感
じ
で
そ
の
時
を
や
り
過
ご
し

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
伊
予
灘
を
震
源
と
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６
・
２
の
地
震
。
最
大
震

度
は
「
５
強
」
が
西
予
市
、
そ
の

一
方
で
、
松
山
市
や
伊
方
町
な
ど

は
震
源
に
か
な
り
近
い
エ
リ
ア
に

も
か
か
わ
ら
ず
「
５
弱
」
ど
ま
り
。

そ
し
て
、
わ
が
宿
毛
市
が
何
と
「
５

弱
」
と
あ
る
。
小
生
の
少
し
錆
び

つ
い
た
体
内
震
度
計
で
は
震
度

「
４
」
以
下
と
瞬
時
判
定
（
か
な
り

一
方
的
）
し
た
だ
け
に
、「
５
弱
」
は

全
く
意
外
な
も
の
で
し
た
。
い
っ

た
い
市
内
の
ど
こ
に
設
置
し
て
い

る
震
度
計
が
「
５
弱
」
と
い
う
最

大
値
を
記
録
し
た
の
か
？
関
心
が

お
あ
り
の
向
き
は
市
役
所
に
問
い

合
わ
せ
て
み
る
の
も
面
白
い
か
も
。

　
そ
こ
の
地
盤
は
も
ち
ろ
ん
「
沖

積
層
」
、
い
や
い
や
「
埋
め
立
て
地
」

な
ど
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の

ぐ
ら
い
の
震
度
が
刻
ま
れ
る
の
は

む
し
ろ
当
然
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
が
住
ん
で
い
る
家
や
地
域
の
「
地

盤
（
戦
う
土
俵
）
」
の
特
性
を
よ
く

知
る
こ
と
は
、「
揺
れ
や
津
波
（
戦
う

相
手
）」
の
特
性
を
知
る
こ
と
に
も

増
し
て
、
関
心
を
持
つ
べ
き
重
要

な
要
素
で
す
が
、
案
外
意
識
は
薄

い
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

　
あ
な
た
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

お
住
ま
い
の
地
盤
の
強
さ
を
意
識

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
地
震

が
発
生
し
た
と
き
に
、
テ
レ
ビ
の

速
報
を
見
る
と
多
く
の
「
震
度
」
が

発
表
さ
れ
ま
す
が
、
震
源
地
に
対

し
て
震
度
の
大
き
さ
が
距
離
に
比

例
し
て
い
な
い
こ
と
に
お
気
付
き

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
震
に
よ

る
揺
れ
が
そ
の
地
盤
の
性
質
に
よ

っ
て
伝
わ
り
方
が
違
う
た
め
に
起

き
る
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　
地
盤
の
性
質
は
そ
の
生
成
さ
れ

た
年
代
に
よ
り
、
大
き
く
分
け
て

洪
積
層
と
沖
積
層
と
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
一
万
年
以
上
の
古
い
時
代

に
堆
積
し
た
洪
積
層
は
固
く
し
ま

っ
て
い
る
た
め
に
、
地
震
の
揺
れ

が
伝
わ
り
に
く
く
液
状
化
な
ど
の

被
害
に
遭
い
に
く
い
。
そ
の
た
め
、

古
く
か
ら
重
要
建
築
物
は
こ
の
洪

積
層
が
露
出
し
た
土
地
に
建
て
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
こ
れ

に
対
し
て
沖
積
層
と
は
土
砂
が
堆

積
し
て
陸
地
に
な
っ
た
場
所
で
、

非
常
に
柔
ら
か
く
、
地
震
の
際
に

揺
れ
が
と
て
も
伝
わ
り
や
す
い
の

で
す
。
同
一
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
場

合
に
よ
っ
て
は
沖
積
層
の
場
所
に

建
て
ら
れ
た
家
は
震
度
５
の
揺
れ

が
観
測
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ほ
ん
の
少
し
離
れ
た
洪
積
層
の
場

所
に
建
っ
た
家
で
は
震
度
３
し
か

計
測
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
当

然
生
起
す
る
わ
け
で
す
。
同
じ
強

度
を
持
っ
た
家
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
地
盤
に
よ
っ
て
こ
れ
だ
け
の
違

い
が
生
じ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

認
識
し
、
準
備
と
対
応
に
ぬ
か
り

な
き
を
期
し
た
い
も
の
で
す
。

　
最
後
に
、
旧
プ
ロ
シ
ャ
王
国
の

生
ん
だ
戦
略
家
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
の
大
作
「
戦
争
論
」
よ
り
、
次

の
言
葉
を
引
用
し
て
結
び
と
し
ま
す
。

「
戦
場
を
知
り
、
敵
を
知
り
、
そ
し

て
何
よ
り
己
（
お
の
れ
）
を
知
ら
ば

百
戦
危
う
か
ら
ず
・
・
・
」
と
。「
己
」

と
は
、
危
急
の
大
災
害
に
直
面
し
、

い
ざ
と
い
う
時
に
逃
げ
ら
れ
な
い

か
も
し
れ
な
い
、
逃
げ
る
腹
づ
も

り
を
も
て
な
い
で
い
る
か
も
し
れ

な
い
、
そ
ん
な
自
分
自
身
で
あ
る

こ
と
も
お
忘
れ
な
く
。

宿
毛
市
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会

役
員
代
表
　
河
野
典
生

３
月

１４
日
に
発
生
し
た
伊
予

灘
地
震
の
震
度
５
弱
（
計
測
震

度
４
・
５
）
は
、
市
役
所
本
庁
舎

裏
の
駐
車
場
に
設
置
さ
れ
て

い
る
強
震
観
測
施
設
で
計
測

さ
れ
ま
し
た
。

宿毛市役所裏　来庁者駐車場

防災コーナー 【問い合わせ先】　危機管理課　蕁６３―０９５１

第
９
号

す
く
も

自
主
防
災
会
だ
よ
り



澤

6月

7月

8月

9月

10月

中学校県総体幡多地区予選
（柔道・野球・バレー）

さわやか杯少年サッカー大会

宿毛市子ども会ソフトボール大会

宿毛「チヌ」パラダイスカップ
　決勝大会表彰式

寒蘭展示大会新芽会

すくも探健元気ウォークラリー

宿毛少年柔道錬成大会

宿毛市中学生弁論大会

部落差別をなくする運動強調旬間行事
　（人権講演会、人権啓発パレード）

笹平キャンプ場びらき

宿毛市長杯少年ビーチサッカー大会

バドミントン大会

子ども陶芸教室

バスケットボール
　SUKUMO SUMMER CUP 2014

宿毛市長杯少年サッカー大会

ぷれーらーん 2014

宿毛市人権教育研究大会

子ども将棋教室

宿毛市・大月町小学校水泳記録会

幡多地区陸上競技記録会

だるま夕日宿毛カップ
　小学生陸上競技大会

幡多陸上競技選手権大会

宿毛ＦＣ少年サッカー夏季大会

幡多総合武道大会（柔道の部）

高知県高等学校男女ソフトボール
　夏季大会（宿毛大会）

高知県高等学校バスケットボール
　夏季選手権大会

企画展

高知県高等学校
　新人陸上競技対抗選手権大会

宿毛市・大月町中学校陸上競技大会

幡多地区中学校新人野球大会　兼
　県中学校新人野球大会幡多地区予選

宿毛市・大月町中学校駅伝大会

宿毛市美術展開会

幡多地区中学校陸上競技大会

市民祭宿毛まつり

宿毛市・大月町小学校陸上記録会

7（土）～
8（日）

7（土）～08（日）
14（土）～15（日）

28（土）～29（日）

29（日）

5（土）

6（日）

8（火）

12（土）

13（日）

15（火）

20（日）

23（水）～24（木）
30（水）～31（木）

26（土）～
27（日）

2（土）～03（日）

3（日）

6（水）～08（金）

7（木）

16（土）

30（土）

30（土）～31（日）

31（日）

6（土）～

7（日）

12（金）～
11月  4（火）

13（土）～
14（日）

25（木）

27（土）～
28（日）

5（日）

10（金）

11（土）

11（土）～
13（月）

15（水）

10月

11月

12月

1月

2月

3月

オールドパワー文化展・女のまつり

幡多地区中学校駅伝大会

宿毛ＦＣ杯キッズサッカー大会

宿毛市子ども会ソフトボール大会

すくも探健元気ウォークラリー

四国大学サッカーリーグ

幡多地区秋季卓球選手権大会

幡多地区小学生陸上競技大会

幡多地区陸上競技記録会

宿毛市戦没者追悼式

寒蘭の里とさ宿毛展示大会

高知くろしおシニアサッカー大会
　イン 宿毛

川柳大会

宿毛市芸術祭

宿毛市秋のクリーンデー

宿毛市中学校音楽祭

宿毛市小学校音楽祭

幡多地区中学校女子バレーボール
　新人大会

産業祭（仮称）

俳句大会

バドミントン大会

高知県ミニバスケットボール冬季大会

すくも探健元気ウォークラリー

宿毛市長旗争奪・スクスイカップ（少年野球）

人権作文発表会

人権フェスティバル

高知県春季中学校選抜野球大会予選会

宿毛ＦＣ杯少年サッカー冬季大会
　3年生以下の部

宿毛ＦＣ杯少年サッカー冬季大会
　5年生以下の部

宿毛市成人式

消防出初式

高知県中学校女子バレーボール
　新人選手権大会

宿毛市囲碁・将棋名人戦

幡西卓球大会

芸能発表会

中学校バレーボール宿毛大会

早春健全ジュニア駅伝大会

バドミントン大会

じゃんじゃんカップ少年サッカー大会

社会人ミックスバレーボール大会

17（金）～
19（日）

18（土）

19（日）

25（土）

26（日）

2（日）

5（水）

8（土）～
9（日）

9（日）

13（木）

14（金）

15（土）～
16（日）

16（日）

23（日）

24（月）

29（土）

12月上旬

4（木）

6（土）

6（土）～　
7（日）・20（土）

13（土）～
14（日）

20（土）～
21（日）

3（土）

4（日）

10（土）～
12（月）

11（日）

18（日）

7（土）～08（日）

11（水）

15（日）

21（土）～22（日）

22（日）

開　催　日 行　　　　　　事 開　催　日 行　　　　　　事

※現時点での予定ですので、確定したものではありません。

今後の主な行事予定（6月～3月）
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・
6
・
17
・
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・
24
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・
31

1
・
7
・
8
・
14
・
15
・
17
・
28
・
29

市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

5
※ お 昼 休 み も 納 付 で き ま す 。

25（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15 ～ 19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

5
8（木）

22（木）

納
期
限（月）軽自動車税 全期

固定資産税 1期 6
2

6
2

日
　
時

　
５
月

１７
日

（土）

　
１３
時

３０
分
〜

１４
時

２９
分

放
送
局

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
　
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

出
　
演

安
藤
サ
ク
ラ
、
高
橋
努
、
戸

田
昌
宏
、
田
中
要
次
、
倍
賞

美
津
子
　
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
商
工
観
光
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
９

ド
ラ
マ

「
ダ
ル
マ
さ
ん
が
笑
っ
た
。
」

再
放
送
決
定

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先

1（木）

3（土・祝）

4（日）

5（月・祝）

8（木）

10（土）

11（日）

12（月）

15（木）

17（土）

18（日）

20（火）

22（木）

23（金）

25（日）

27（火）

28（水）

29（木）

1（日）

2（月）

8（日）

第17回 桜墨会サークル展（～6日）

第32回 高知県少年空手道練成大会

幡西卓球大会

第2回 宿毛「チヌ」パラダイスカップ予選大会
〈宿毛つり具大会〉

防災・防犯・交通安全フェア

夜間市税納付窓口開設日

第19回 宿毛カップ少年サッカー大会（～11日）

第38回 幡多地区春季卓球選手権大会

育児相談

ふれあい保育

ふれあい保育

通学路安全の日

宿毛市・大月町中学校球技大会（～18日）

2014 宿毛ミニフットサル夏季大会

あいさつ・声かけ運動日

出張年金相談

夜間市税納付窓口開設日

クルーズ船「にっぽん丸」入港

休日市税納付窓口開設日

行政相談「定例相談日」

チャレンジデー

すくも探健元気ウォークラリー

子育て講演会
「お父さん、お母さん、子どもの歯を守って！！」

第2回 宿毛「チヌ」パラダイスカップ予選大会
〈観光協会大会〉

宿毛市クリーンデー

無料人権相談

梅狩り（～15日）

中央公民館　蕁63－2618

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛つり具　蕁63－3654

フジ宿毛店　蕁63－0100

税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛幼稚園　蕁63－2914

各保育園

総　務　課　蕁63－0948

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

青少年育成センター　蕁63－4197

市　民　課　蕁63－1112

税　務　課　蕁63－1115

企　画　課　蕁63－1118

税　務　課　蕁63－1115

松岡陽一　蕁66－0110
福田延治　蕁67－1778

総合運動公園　蕁66－1467

保健介護課　蕁63－1113

保健介護課　蕁63－1113

（一社）宿毛市観光協会
蕁63－0801

環境課　蕁63－1697

人権推進課　蕁62－0225

山里の家　蕁64－7037

宿毛文教センター

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園

宿毛市内の釣り場

フジ宿毛店

市役所税務課

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園

宿毛幼稚園

市内各保育園

市内全域

宿毛市総合運動公園ほか

宿毛市総合運動公園ほか

市内全域

市役所（市民課で受付）

市役所税務課

宿毛湾港新港岸壁

市役所税務課

宿毛文教センター
宿毛市役所東部支所

市内全域

和田体育館

宿毛市地域子育て支援センター

藻津漁港（集合）

市内全域

宿毛文教センター

楠山公園駐車場（集合）

9:00

9:30

8:30

10:00

17:15

10:00

9:00

9:00

10:00

9:30

9:00

9:00

10:00

17:15

9:30

9:00

13:00

0:00

14:00

9:30

10:00

9:00

11:00

6月

8日

9日～

平成26年　５月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表



濆

※平成27年2月の日程は、日程が決まり次第広報
　などでお知らせします。

実施予定日 集合場所 受付時間

　５月２８日（水）

７月０５日（土）

１０月２５日（土）

１１月２９日（土）

平成２７年
２月下旬（日）

和田体育館

特別養護老人
ホーム千寿園

山奈小学校

片島公民館

山里の家（楠山）

１４：００～１４：２０

いずれの場所も
９：００～９：２０

みんなでスポーツする日 ～みんなで15分以上の運動をしましょう～
　チャレンジデーは、毎年５月の最終水曜日の０時から２１時までの間に、１５分間以上継続して運動や
スポーツなどの身体活動を行う住民参加型のスポーツイベントです。健康づくりや地域づくりを目的に、
昨年度は全国で約２００万人が参加しています。今年は北海道芦別市（面積：８６５．０２裄　人口：１５，８１３人）
と、チャレンジデーへの参加率を競います。ぜひご参加ください。

実施日時：5月28日（水）　0：00～21：00　※この時間内であればいつでも参加可能です。
参加対象：チャレンジデー当日、宿毛市にいる方
実施種目：15分以上継続して行うスポーツなどの身体活動　（例）ウォーキング、ラジオ体操など
実施場所：宿毛市内（例）自宅、学校、職場、スポーツ施設、広場など
参加報告方法（1、2のいずれか）
　1．参加報告ＢＯＸへ参加報告票を投函。（総合運動公園、各支所、文教センター、和田体育館に設置）
　2．総合運動公園に電話または参加報告票をファックスする。

※参加報告票は市役所本庁、各支所、各体育施設においています。参加報告票の様式は任意のもの
でもかまいません。

参加報告締切：5月28日（水）　21：30
※チャレンジデー当日、参加者はプログラムに何回参加しても結構ですが、参加報告は

1人1回のみです。

【問い合わせ先】
　宿毛市チャレンジデー実行委員会事務局（宿毛市総合運動公園内）
　蕁６６－１４６７　薨６６－１４６８

　地元有志の呼び掛けと時津風親方のご厚意により、
宿毛市出身の豊ノ島関が所属する時津風部屋が宿
毛市で合宿を行います。
　合宿期間中は、７月場所（名古屋場所）に向けた
公開稽古をはじめ、学校や老人ホームなどへの訪問、
ちゃんこの振る舞いなどを予定しております。
　なお、時間などの詳細につきましては、広報す
くも６月号でお知らせします。
また、合宿期間中のボラ
ンティアを募集しています。
お手伝いいただける方は、
下記までご連絡ください。

期　　間　６月１５日（日）～２２日（日）
　　　　　　（１９日は休養日です。）
場　　所　宿毛市和田体育館　相撲場
　　　　　※食材などの差し入れは、大歓迎です。
　　　　　　（事前の申し出をお願いします。）

≪ボランティア募集≫
　内　　容　会場内での軽作業
　　　　　　（調理補助・配膳補助など）
　時　　間　１０：００～１３：００頃まで

【問い合わせ先】
　時津風部屋宿毛合宿実行委員会事務局
　蕁６３―１１１８（宿毛市企画課）※土・日・祝日を除く

　蕁６３―０８０１（（一社）宿毛市観光協会）

大相撲『時津風部屋』宿毛合宿みんな！！元気に！

すくも探健
　　元気ウォークラリー

【問い合わせ先】
　保健介護課健康指導係
　蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０

　今年度も全５回の日程で、宿毛市
の各地を「探健」します。参加者は
もちろん、コースの情報も募集中
です。

あし べつ
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宿
毛
市
で
は
、
高
齢
者
の
肺
炎

な
ど
の
感
染
症
を
予
防
、
重
症
化

を
防
ぎ
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
健

康
に
生
活
で
き
る
よ
う
高
齢
者
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用

助
成
事
業
を
行
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
と
は

　
肺
炎
は
日
本
人
の
死
亡
の
第
３

位
を
占
め
て
お
り
、
肺
炎
の
原
因

と
な
る
細
菌
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
あ
り
ま
す
が

６５
歳
以
上
の
高

齢
者
の
肺
炎
の
原
因
で
最
も
多
く
、

重
症
化
し
や
す
い
も
の
が
肺
炎
球

菌
で
す
。
肺
炎
球
菌
は
健
康
な
人

で
も
鼻
や
の
ど
か
ら
見
つ
か
る
菌

で
す
が
、
抵
抗
力
が
弱
く
な
る
と

肺
炎
を
は
じ
め
、
髄
膜
炎
、
敗
血

症
な
ど
の
重
傷
な
感
染
症
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
肺
炎
球
菌
の
型
は

８０
種
類
以
上
あ
り
ま
す
が
、
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
そ
の
う
ち

２３

種
類
に
対
し
て
免
疫
を
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
接
種
に
よ
り
、

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
の
８
割
に

効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
肺
炎
す

べ
て
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
接
種
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
重
症
化
防
止
な
ど
の

効
果
は
期
待
さ
れ
ま
す
。

助
成
制
度
に
つ
い
て

対
象
者

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
宿
毛
市
に
住
民
登
録
の
あ
る

方
②
昭
和

２０
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

③
過
去
５
年
以
内
に
肺
炎
球
菌

の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
方
（
任
意
で
接
種
し
て
い
る

方
も
含
み
ま
す
）

助
成
期
間

　
５
月
１
日

（木）
〜
９
月

３０
日

（火）

助
成
金
額

　
４
、０
０
０
円

＊
任
意
接
種
と
な
る
こ
と
か
ら
費

用
の
免
除
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法

保
健
介
護
課
も
し
く
は
小
筑
紫

支
所
、
東
部
支
所
へ
接
種
費
用

の
助
成
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
各
窓
口
に
て
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。
代
理
申
請
の
場

合
は
、
委
任
状
お
よ
び
代
理
申

請
を
す
る
方
の
印
鑑
も
必
要
で

す
。

申
請
に
必
要
な
物

本
人
確
認
が
で
き
る
保
険
証
、

免
許
証
な
ど

　
市
内
の
医
療
機
関
で
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
接
種

前
に
は
事
前
に
医
療
機
関
に
予
約

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
任
意
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

す
。
任
意
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
被

接
種
者
と
接
種
医
と
の
相
談
に
よ

っ
て
判
断
し
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
・

副
反
応
な
ど
十
分
ご
理
解
、
納
得

の
上
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
介
護
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
３

　
薨
６
３
―

０
４
１
０

　宿毛市では３年ごとに健康相談の場所を変更し、地域の人たちに介護予防
体操や皆で集まることの楽しさを体感してもらい健康相談が終わっても介護
予防に関する活動が自主的に実施されることを目指しています。現在、街区・
中角・神有・西町・宇須々木・山北地区が自主グループを立ち上げ活動して
います。

～中角の自主グループの紹介～
　平成１９～２１年度まで健康相談と介護予防体操
を実施し、その間に、健康相談参加者や区長さんた
ちが他の方にも声をかけ、月に２回の体操が始まり
ました。体操の後には、皆でお茶をしたり団らんを
楽しんでいます。

参加者のコメント
蘆年齢は違うが、友だちになれて道で会っても声をかけるようになった。
蘆今まで動かしにくかった肩が動かしやすくなった。
蘆いつでも笑って体操ができておもしろい。

【問い合わせ先】　保健介護課予防係　蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０

「5月31日～6月6日禁煙週間」

5月31日
世界禁煙デー
5月31日
世界禁煙デー
5月31日
世界禁煙デー

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

の
助
成
を
行
い
ま
す

今 日 か ら さ っ そ く 介 護 予 防！！今 日 か ら さ っ そ く 介 護 予 防！！今 日 か ら さ っ そ く 介 護 予 防！！



濟

・・・・・ひとりで悩んでいませんか？
人とのつきあいがどうもうまくいかない。
いろんなことを考えてしまって、よく眠れない。
何をするのもいやになり、家にとじこもっている
日々が続いている。
そんな時、お気軽にご相談ください。

保健師による電話相談・面接相談は随時お受
けしています。保健所では、相談される内容
によって、精神科嘱託医の相談も行っていま
す。

【相談窓口】
宿毛市保健介護課健康指導係
蕁６３－１１１３
幡多福祉保健所健康障害課　精神保健福祉担当
蕁０８８０－３４－５１２４（直通）
蕁０８８０－３５－５９７９

心の健康相談のお知らせ

　むし歯予防は、食生活と歯磨きがとても大切で
すが、フッ素を上手に使うと歯の質を強くしたり、
むし歯菌の活動を抑える効果が期待できます。ぜ
ひ、この機会にむし歯予防について話をきいてみ
ませんか。申し込みは不要です。

日時　５月２９日（木）　９：３０～１１：００
※講演後、希望のある方は個別相談や歯磨

き指導、フッ素塗布もできます。
場所　宿毛市地域子育て支援センター
　　　「すくすくひろば」　蕁６３－２４５７
講師　前田　恵美　先生（前田歯科矯正歯科）

【問い合わせ先】
　保健介護課健康指導係　蕁６３－１１１３

子育て講演会

お父さん、お母さん、子どもの歯を守って！！
～むし歯予防から始まる健口生活～

【問い合わせ先】保健介護課保健衛生係　
　　　　　　　蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０

　国保ご加入者の方（４０歳～７４歳）、後期高齢者（７５歳
以上）の一部の方、および女性の一部の方へ、健（検）診の一
部が無料になる書類をお送りしています。
　人間ドックを受けられるときに、券を持参された方は、当
該健（検）診の部分が無料 になりますので、ぜひご利用くだ
さい。

＊婦人がん検診クーポン到着前でも、対象者であれば、
無料で受診できます。

「私は対象者なのかな？」と思われた方は、保健介護課
までお問い合わせください。

特
定
健
診
（
４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
）
 

　
受
診
券

健
康
診
査
（
７５
歳
以
上
の
一
部
の
方
）
受
診
券

生
活
習
慣
病
で
服
薬
中
（
高
血
圧
の

薬
・
血
液
が
サ
ラ
サ
ラ
に
な
る
薬
な

ど
）
、
定
期
的
な
通
院
中
で
な
い
方

へ
、
受
診
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

40～74歳
（紫色）
40～74歳
（紫色）

75歳以上
（だいだい色）
75歳以上

（だいだい色）

乳がん（緑色）

子宮頸がん（黄色）

乳がん（緑色）

子宮頸がん（黄色）

＊対象者には
　5月末までに
　配達されます

＊対象者には
　5月末までに
　配達されます

婦
人
が
ん

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

＊
６
月
発
送
予
定
で
す

＊
発
行
対
象
者
に
つ
い

　
て
は
、
左
記
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

乳がん検診 クーポン配付対象者
①今年度４１歳になられる方
②平成２１年～２４年に無料クーポンを配付
　された方のうち、クーポンを未使用の方

子宮頸がん検診 クーポン配付対象者
①今年度２１歳になられる方
②平成２１年～２４年に無料クーポンを配付
　された方のうち、クーポンを未使用の方

けんこう

人間ドックに行くときは　各種受診券を持って!人間ドックに行くときは　各種受診券を持って!

国保 女性の方
75歳以上で
券が

届いた方

にお得な情報
　～ドック費用の一部が 無料 に!

国保75歳以上で
券が

届いた方

女性の方
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【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

6 月 の 保 健 事 業

母子保健

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

20（金） 09：15～09：45宿 毛 文 教 セ ン タ ー
場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

3（火）
12（木）
17（火）
26（木）

09：30～11：30
09：30～11：30
09：30～11：30
09：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
す く す く ひ ろ ば
宿毛東部農村環境改善センター
西 町 公 会 堂場 　 所 受 付 時 間日

［3歳児健康診査］対象児に個人通知します

4（水） 12：30～13：30宿毛市総合社会福祉センター

各種検診はどこの場所でも受けることができます。
●平成26年度実施の健康診査などの申し込みをされていない
方は、実施日までに早めに保健介護課までお申し込みください。

●特定健康診査については、医療保険者発行の受診券と保険証
が必要です。持参してないと健診が受けられませんのでご注意
ください。

場 　 所 実 施 時 間日

3（火）

13（金）

27（金）

18：00～18：50
19：30～10：00
10：20～11：10
13：00～13：40
18：00～19：30
10：00～10：30
10：50～11：10
13：00～13：40
14：10～14：20
18：30～19：00
19：30～19：50
10：05～10：20
10：40～10：50
13：00～14：00
14：40～15：10
15：25～15：50

正 和 隣 保 館
すくも湾漁協内外ノ浦支所
すくも湾漁協大海支所
二 ノ 宮 集 会 所
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
西尾石油店（大深浦）
錦 集 会 所
伊 与 野 教 員 住 宅 付 近
呼 崎 集 会 所
高知県宿毛漁業指導所
福 良 集 会 所
仁井田神社下（石原）
舟 ノ 川 集 会 所
すくも湾漁協栄喜支所
川 田 工 業 所
市営住宅貝礎第一住宅駐車場

［胸部レントゲン・肺がん検診］

成人保健

［特定健康診査］［前立腺がん検診］［大腸がん検診（配布）］
場 　 所 受 付 時 間日

3（火）

13（金）

27（金）

19：00～10：00
13：30～14：30
19：00～10：00
13：30～14：30
19：00～10：00
13：30～14：30

正 和 隣 保 館
二 ノ 宮 集 会 所

宿 毛 文 教 セ ン タ ー

高知県宿毛漁業指導所
すくも湾漁協栄喜支所

場 　 所 受 付 時 間日

［胃がん検診］

3（火）
13（金）
30（月）

18：00～19：00
18：00～19：00
18：00～19：00

正 和 隣 保 館
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
高知県宿毛漁業指導所

※食事・水分・薬など飲食物はとらずにお越しください。

場 　 所 受 付 時 間
人数制限があるため予約
制です。受診票指定の時
間にお越しください。

日

［乳がん（乳房Ｘ線）検診］

5（木）
9（月）

正 和 隣 保 館（ 午 前 ）
宿毛東部農村環境改善センター

［子宮頸がん検診］
場 　 所 受 付 時 間日

10（火）
19：00～10：00
13：30～14：30

宿毛市総合社会福祉センター
宿 毛 文 教 セ ン タ ー

健康相談はどこの場所でも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした
簡単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してください。

場 　 所 実 施 時 間日
2（月）
4（水）
6（金）
9（月）
11（水）
12（木）
16（月）
20（金）

26（木）

19：30～11：00
19：30～11：00
18：30～11：00
13：30～15：00
19：30～11：00
10：00～11：30
10：00～11：30
18：30～11：00
10：00～11：30
13：00～14：30

栄喜漁村交流センター
片 島 公 民 館
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
宿毛東部農村環境改善センター
坂 本 多 目 的 集 会 所
二 ノ 宮 集 会 所
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
沖の島開発総合センター
弘 瀬 老 人 憩 い の 家

［健康相談］

犬の引取り
●犬の引取りを希望される方は保健介護課にご連絡ください。

場 　 所 実 施 時 間日

［パパ・ママスクール］

22（日） 10：00～14：00宿 毛 文 教 セ ン タ ー
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平
成
26
年
５
月
１
日
発
行
（
毎
月
１
日
発
行
）

　
宿
毛
市
制

６０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
結
婚
さ
れ
た
お
二
人
や
赤
ち
ゃ

ん
の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
気
持
ち
を
込
め
、
平
成

２６
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
２７
年
３
月

３１
日
ま
で
に
宿
毛
市
に
「
婚
姻
届
」、「
出
生
届
」
を
提
出
す
る

方
の
う
ち
希
望
さ
れ
る
方
へ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
証
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
ま
す
。（
デ
ザ
イ

ン
　
絵
本
作
家
ひ
さ
ま
つ
ま
ゆ

こ
さ
ん
）

　
宿
毛
市
を
記
念
の
地
と
し
て
、

一
生
の
思
い
出
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
「
婚
姻
届
」
を
提
出
さ
れ
る

方
に
つ
い
て
は
、
申
請
時
に
届

書
の
コ
ピ
ー
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

受
付
時
間

 
８
時

３０
分
〜

１７
時

１５
分

 
（
閉
庁
日
を
除
く
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クルーズ客船

「にっぽん丸」が入港します

　クルーズ客船「にっぽん丸」が次の日

程で宿毛湾港新港岸壁へ入港します。寄

港に合わせて歓送迎セレモニーや物産展

も行います。

　皆さん、ぜひお越しください。

日　程
　５月２３日（金）
　　入港　　９：３０
　　出港　１５：００

場　所
　宿毛湾港新港岸壁

第2回宿毛「チヌ」パラダイスカップ予選大会

～出場者募集中～

　引きの強さから『マッスルチヌ』と呼ばれ、人気急
昇中の宿毛湾で、チヌ釣り大会が開催されます。予選
大会は５月４日（日）と６月１日（日）、各予選上位数名程
が決勝大会へ進出。決勝大会は６月２９日（日）、特別ゲ
ストには、江頭弘則氏、大知昭氏、岡田建治氏、中西
毅氏など、有名テスターやスタッフの参戦が決定して
います。組み合わせ次第では憧れの釣り人との対戦も
楽しめます。ぜひ、ご参加ください。

①５月４日（日）予選大会〈宿毛つり具大会〉
岸壁、磯、筏など釣り場はフリーの大会
参 加 費　 ２，０００円
募集人数　５０名程度

【申し込み・問い合わせ先】
　宿毛つり具　蕁６３－３６５４

②６月１日（日）予選大会〈観光協会大会〉
内湾の渡船を使った磯での大会
参 加 費　 ５，０００円
募集人数　４０名程度

【申し込み・問い合わせ先】
　（一社）宿毛市観光協会　蕁６３－０８０１

【問い合わせ先】
　宿毛市企画課　蕁６３－１１１８
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